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　春からは高校へステージを移し、全国、そして世界へと挑戦を続けます。
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施
政
方
針

▲施政方針を述べる津谷市長

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
対
策
を
基
軸
に

将
来
都
市
像
「
住
民
が
主
役
の
〝
も
り
〞
の
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
す

令
和
５
年
度

　
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
津
谷
市
長
が
令
和

５
年
度
の
主
な
事
業
と
施
策
の
大
綱
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「『
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
新
た
な
北

秋
田
市
を
目
指
し
て
、
前
へ
』
を
合
言
葉
に
感
染
症
と

経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
」と
し
、令
和
５
年
度
は
、

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

対
策
を
基
軸
に
、
新
た
な
決
意
の
も
と
で
「
幼
児
期
か

ら
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
家
庭
の
経
済
支
援
」「
少
子
高

齢
化
・
未
婚
化
対
策
と
し
て
新
た
な
結
婚
支
援
」「
デ
ジ

タ
ル
化
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
環
境
整
備
と
高
齢

者
等
の
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支
援
」「
き
め
細
や
か
で
市

民
に
優
し
い
公
共
交
通
運
行
体
系
の
構
築
」「
大
館
能
代

空
港
３
往
復
運
航
継
続
や
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ

を
官
民
一
体
で
進
め
、交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す
」「
移

住
定
住
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
」「
働
く
場
の
提
供
や

農
林
業
・
商
工
業
が
持
続
可
能
な
産
業
と
な
る
よ
う
基

盤
強
化
と
後
継
者
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
」
等
に
取

り
組
む
な
ど
と
施
策
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

（※

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

向
上
と
き
め
細
や
か
な
納
税
相
談
を
実
施
し
、
収

納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
な
ど
、環
境
負
荷
へ
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
治
会
や
町
内
会
に
各
種
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

●
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
や
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
進
め
ま
す
。

●「
ご
遺
族
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ご
遺
族
の
負
担

軽
減
に
努
め
ま
す
。

●
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
、

重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
な
ど
の
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
応
援
す
る
た
め
「
こ
ど
も

課
」
を
創
設
し
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の
経
済
的
支

援
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
こ
ど
も
課
内
に
「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
、
妊
娠
時
か

ら
就
学
後
も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
伴
走
型
の

相
談
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
若
い
世
代
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に
喜
び
と

希
望
が
持
て
る
よ
う
、
保
育
料
と
副
食
費
の
保
護
者

負
担
分
を
市
が
助
成
し
、
実
質
無
償
化
を
実
施
す
る

ほ
か
、
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
事
業
な
ど
を
継
続
し
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。「
き
た
あ
き

た
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
」
を
継
続
し
、
妊
娠
時
か
ら

低
年
齢
期
の
面
談
等
を
通
じ
て
、
子
育
て
世
帯
に
寄

り
添
う
支
援
と
経
済
的
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

●
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
活
動
を
行
う
団
体
の
支

援
や
、介
護
予
防
講
座
や
各
種
サ
ロ
ン
の
開
催
援
助
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。医
療・介
護
・

生
活
支
援
等
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

へ
の
き
め
細
や
か
な
相
談
と
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
認
知
症
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
徘
徊

に
よ
る
事
故
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
、
徘
徊
高

齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護

保
険
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続
し
、
健
診
受
診
率
の

向
上
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
コ
コ
ロ
ン
」

の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
帯
状
疱
疹
の
発
症
率
低
下
と
重
症
化
予
防
を
図
る

た
め
、
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
新
た
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
等
協

力
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

●
市
民
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
一
次
医
療
を
支
え
る
市
内
医
療
機
関
等
と

連
携
し
、
地
域
間
格
差
の
な
い
安
心
・
安
全
な
医

療
提
供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
県
と
秋
田
大
学
医
学
部
に
医
師
派
遣
を
要
請
す
る

ほ
か
、
常
勤
医
師
奨
励
金
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

●
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

営
農
継
続
支
援
と
し
て
、
種
子
購
入
費
助
成
な
ど

市
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
や
農
業
経
営
継
承
者
に
対
す
る
資
金

支
援
や
農
業
技
術
取
得
研
修
な
ど
、
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
繁
殖
用
牛
や
比
内
地
鶏
素
雛
導
入
に
対
す
る
助
成

な
ど
農
家
の
経
費
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
経
営
継

続
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

●
鳥
獣
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
猟
友
会
と
連
携
し
、

市
民
の
安
心
・
安
全
に
努
め
ま
す
。

●
市
内
の
児
童
・
生
徒
や
学
生
、
保
護
者
に
地
元
産

業
や
企
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
市

内
へ
の
就
業
を
促
し
地
元
定
着
へ
つ
な
げ
ま
す
。

●
中
小
企
業
の
経
営
力
強
化
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
よ
る
販
路
拡
大
や
競
争
力
強
化
に
つ
な
げ

る
な
ど
、Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
優
遇
制
度
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
各
産
業
分
野
の
企
業

誘
致
を
推
進
し
、
進
出
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
訪
問
や
従
業
員
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

●
起
業
支
援
事
業
や
空
き
店
舗
対
策
事
業
な
ど
新
規

出
店
者
を
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
高
齢
化
が
進
む

事
業
者
対
策
は
、
市
商
工
会
と
連
携
し
事
業
承
継

事
業
に
取
り
組
み
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
環
境
整

備
を
進
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
し
て
関
係
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

循
環
型
経
済
対
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
事
業
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●「
日
本
三
大
樹
氷
観
賞
地
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
森
吉

山
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
情
報
発
信
し
ま
す
。

森
吉
山
が
国
立
・
国
定
公
園
の
新
規
指
定
・
大
規

模
拡
張
候
補
地
に
選
定
と
な
り
、
市
民
や
関
係
機

関
と
情
報
共
有
し
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
森
吉
山
や
県
立
北
欧
の
杜
公
園
を
活
用
し
た
自
然

体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
や
、
県
立
自
然
公
園
内

の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
多
く
の
方
を
本
市
に
呼
び
込
む
た
め
に
首
都
圏
等

へ
の
情
報
発
信
と
観
光
案
内
機
能
の
強
化
、
２
次

ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
市
内
の
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
「
お
も
て
な
し
」
等
に
よ
る
観
光
イ
ン
フ

ラ
環
境
の
整
備
を
し
ま
す
。

●
政
府
の
方
針
を
見
定
め
、
効
果
の
あ
る
施
策
を
展

開
し
、
地
域
経
済
活
性
化
と
市
民
生
活
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

●
市
営
住
宅
は
阿
仁
地
区
東
裏
団
地
の
建
替
え
と
、

森
吉
地
区
長
野
岱
団
地
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
耐
震
診
断
・
改
修
の
支
援
事
業
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
を
継
続
し
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な

居
住
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

●
日
沿
道
「
二
ツ
井
今
泉
道
路
」
は
早
期
完
成
に
向
け
、

引
き
続
き
要
望
活
動
に
努
め
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
の
運
営
は
、
経
営
の
健
全
化
と

持
続
的
な
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
使
用
料
改
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
生
活
道
路
の
改
良
工
事
を
計
画
的
に
行
う
ほ
か
、
地

域
か
ら
の
要
望
に
対
し
必
要
性
を
見
極
め
迅
速
な

対
応
に
努
め
、
適
正
な
道
路
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
除
雪
計
画
や
路
線
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
よ
り

効
果
的
な
除
排
雪
作
業
に
よ
る
安
全
で
円
滑
な
交

通
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
阿
仁
地
区
監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、
緑
ヶ
丘
地

区
の
緊
急
連
絡
管
整
備
を
進
め
ま
す
。西
屋
敷
地
区
、

綴
子
地
区
、
小
猿
部
地
区
、
打
当
地
区
の
老
朽
管

更
新
や
管
路
移
設
等
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

●「
人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
」
と
「
老
朽

施
設
の
更
新
費
用
の
捻
出
」
に
対
応
す
る
た
め
、

有
収
率
の
向
上
や
経
費
削
減
に
努
め
、
数
年
内
に

水
道
料
金
の
改
定
を
す
る
た
め
の
検
討
を
し
ま
す
。

●
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
力
の
確

保
と
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
市
民
参
加

型
の
訓
練
の
成
熟
度
を
高
め
、
災
害
時
に
取
る
べ

き
避
難
行
動
の
周
知
や
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

促
進
と
支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
初
の
女
性
消
防
吏
員
が
誕
生
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
多
様
な
市
民
要
望
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
組
織
の

活
性
化
、
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
へ
無
線
連
動
型
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
補
助
を
継
続
し
、
戸
別
訪
問
や

防
火
座
談
会
な
ど
で
火
災
予
防
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
救
急
救
命
士
の
養
成
に
努
め
、
救
急
医
療
体
制
の

高
度
化
や
救
急
隊
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。
救
命
率
向
上
の
た
め
、
緊
急
時
に
誰
で
も
使

用
可
能
な
「
事
業
所
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

し
て
登
録
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
森
吉
合
川
統
合
分
署
は
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
活
か
せ
る
よ
う
、
消
防
防
災
体
制
の
さ
ら
な

る
構
築
に
努
め
ま
す
。

●
新
た
な
消
防
団
員
の
確
保
や
消
防
団
協
力
事
業
所

の
登
録
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
義
務
教
育
学
校
阿
仁
学
園
の
統
合
校
舎
と
な
る
現

阿
仁
合
小
学
校
校
舎
の
改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

●
食
材
価
格
高
騰
に
伴
う
給
食
費
値
上
げ
分
を
助
成

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
の
充
実
を
図
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
学
び
を
目
指
し
ま
す
。
毎
日
の
授

業
の
中
で
、
常
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
学
習
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
運
営
協
議
会
を
核
と
す
る

教
育
活
動
の
推
進
や
地
域
と
の
絆
づ
く
り
に
努
め
、

地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
義
務
教
育
学
校
阿
仁
学
園
は
、
学
習
活
動
や
学
校

行
事
等
を
工
夫
し
、
学
園
と
地
域
の
連
携
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
教
育
や
自
然
体
験
活
動
、家
庭
教
育
支
援
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
世
代
間
交
流
の
場
を
広
げ
、
知
識
や
経
験
を
次
世

代
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
人
材
の

発
掘
や
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

●
多
く
の
市
民
が
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
機

会
の
創
出
と
気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
適

切
な
保
存
や
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
情

報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。
各
地
域
に
残
る
有
形
・

無
形
文
化
財
も
、
保
存
・
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
し
ま
す
。

●
企
業
や
学
生
の
合
宿
等
の
誘
致
な
ど
に
よ
り
、ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
促
進
に
努
め
、
競
技
人

口
の
底
辺
拡
大
と
競
技
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
適
正
な
人
事
配
置
と
定
員
管
理
に
努
め
、
柔
軟
か

つ
効
果
的
な
採
用
試
験
の
実
施
に
よ
り
人
員
確
保

に
努
め
ま
す
。

●
出
前
講
座
等
の
活
用
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
防
災
士

の
養
成
を
促
進
し
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
活

動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
き
め
細
や
か

で
市
民
に
優
し
い
運
行
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

●
大
館
能
代
空
港
３
往
復
運
航
の
継
続
に
向
け
、
関

係
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
移
住
支
援
制
度
や
子
育
て
等
に
関
す
る
手
厚
い
制

度
な
ど
も
併
せ
て
発
信
し
、
移
住
体
験
等
を
通
し

て
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
保
育
園
や
小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ
と
教

育
補
助
や
高
校
生
定
期
券
補
助
を
継
続
し
、
よ
り
多

く
の
沿
線
住
民
の
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
努
め
、
利
便
性
向
上
と
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

●
適
正
で
公
平
な
課
税
を
行
い
、
納
税
者
の
利
便
性

各
課
等
の

　
　
主
な
施
策
と
事
業
等

　
総
務
課

　
総
合
政
策
課

　
医
療
健
康
課

　
農
林
課

　
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
課

　
財
政
課

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
商
工
観
光
課

　
税
務
課

　
都
市
計
画
課

　
市
民
課

　
生
活
課

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
経
済
対
策
室 ▲施政方針の全文を

  ご覧になれます

　
建
設
課

　
水
道
課

　
消
防
本
部

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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令
和
５
年
度
は
こ
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

一
般
会
計
は 

2
２
６
億
４
３
０
８
万
４
千
円

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は「
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」「
第
２
期
北

秋
田
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
３
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で

の
取
組
の
進
捗
や
方
向
性
な
ど
の
検
証
を
行
い
、本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
対
策
を
基
軸
に
、将
来
都
市
像
で
あ
る「
住
民
が
主
役
の〝
も
り
〞
の
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、私
立・公
立
保
育
園
等
の
保
育
料
無
償
化

や「
き
た
あ
き
た
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
」の
実
施
、教
育
関
連
と
し
て
、義
務
教
育
学
校「
阿

仁
学
園
」と
し
て
使
用
す
る
旧
阿
仁
合
小
の
大
規
模
改
修
、市
民
の
安
全
安
心
の
た
め「
消

防
統
合
分
署
建
設
事
業
」の
予
算
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【歳出のその他の内訳】
議会費
災害復旧費
諸支出費
予備費
労働費

1億7,309万8千円
1億4,304万7千円
7,293万9千円
5,000万円

1,823万3千円

一般会計予算の内訳

その他
11億6,456万6千円

(5.1%)

地方譲与税
3億4,266万円
(1.5%)

市債
18億570万円
(8.0%)

諸収入
3億6,687万1千円

(1.6%)

地方交付税
99億8,644万
　　　 4千円
(44.1%)

市税
29億
2,003万
   3千円
(12.9%)

国庫支出金
25億37万9千円
(11.1%)

寄附金
14億55万2千円

(6.2%)

県支出金
13億4,171万2千円

(5.9%)

地方消費税交付金
8億1,416万7千円

(3.6%)

農林水産業費
10億3,447万7千円

(4.6%)
消防費

13億7,624万8千円
(6.1%)

商工費
6億3,967万9千円

(2.8%)
その他

4億5,731万7千円
(2.0%)

民生費
60億3,365万
1千円
(26.6%)

土木費
28億6,718万

7千円
(12.7%)総務費

28億5,326万
　       7千円
(12.6%)

総務費
28億5,326万
　       7千円
(12.6%)

公債費
27億1,132万
          5千円
(12.0%)

教育費　
24億595万

8千円
(10.6%)

衛生費
22億6,397万5千円

(10.0%) 歳 出

【歳入のその他の内訳】
繰入金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入
法人事業税交付金
地方特例交付金
環境性能割交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金
繰越金

5億8,746万1千円
2億1,162万5千円
1億8,791万6千円
6,681万2千円
5,052万1千円
1,585万4千円
1,484万4千円
1,034万3千円
871万4千円
690万5千円
274万3千円
82万7千円

1千円

※病院事業会計、水道事業会計、下水道事業会計を除く

（単位：千円）

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
産　
　
区

区 　 分 ５年度予算額 ４年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）
当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

22,643,084 
3,307,187 
99,470 

5,791,964 
0 

510,260 
206,022 
184,362 
2,373 
4,435 
1,163 

2 
1,038 
8,140 
4,340 
18,932 
6,017 

10,145,705 
32,788,789 

22,270,268 
3,315,540 
104,243 
5,661,709 

5,611 
518,004 
185,871 
181,470 
2,512 
4,420 
992 
2 

1,075 
8,316 
2,016 
19,045 
5,378 

10,016,204 
32,286,472 

1.7
△ 0.3
△ 4.6
2.3

△ 100.0
△ 1.5
10.8
1.6

△ 5.5
0.3
17.2
0.0

△ 3.4
△ 2.1
115.3
△ 0.6
11.9
1.3
1.6

26,003,077 
3,365,449 
110,561 
5,893,494 

5,611 
513,118 
200,187 
192,441 
3,669 
14,616 
992 
2 

1,075 
12,608 
2,448 
20,156 
5,411 

10,341,838 
36,344,915 

△ 12.9
△ 1.7
△ 10.0
△ 1.7

△ 100.0
△ 0.6
2.9

△ 4.2
△ 35.3
△ 69.7
17.2
0.0

△ 3.4
△ 35.4
77.3
△ 6.1
11.2
△ 1.9
△ 9.8

主 な 事 業（一般会計） （単位：千円）

政務活動費交付金

地域おこし協力隊事業（移住・定住・結婚支援）

防犯街灯電気料補助金

市街地循環バス運行委託

路線バスフリーパス助成金

生活バス路線運行事業

大館能代空港利用促進事業補助金

秋田内陸線運営事業補助金

地域生活支援拠点整備費補助金

障害者自立支援給付費

福祉医療給付費

ハッピーアニバーサリー事業

きたあきた子育てクーポン事業

きたあきた赤ちゃん応援事業

私立保育園運営事業

生活保護費

帯状疱疹予防接種事業

ごみ集積所整備費補助金

北秋田市民病院負担金

小規模農家営農継続支援事業費補助金

青果物振興対策事業費補助金

農地中間管理機構関連ほ場整備事業負担金

多面的機能支払交付金

有害鳥獣駆除事業

林道改良事業

森林環境譲与税事業

地域おこし協力隊事業（観光振興）

地域連携DMO形成事業

森吉山を中心とした賑わい拠点整備事業

森吉山国立・国定公園化推進事業

除雪車両購入事業

住宅リフォーム支援事業補助金

統合分署建設事業

消防ポンプ付救助工作車更新事業

阿仁分署建設事業

特定空家等解体撤去事業費補助金

市有スクールバス運行管理委託

スクールバス更新

教育用ソフト導入事業

義務教育学校改修事業

2,160

24,664

5,858

11,498

3,745

92,132

43,500

119,700

149,670

940,000

247,634

5,281

6,519

8,925

631,164

537,192

12,012

1,890

727,674

3,000

25,233

12,300

178,318

13,169

151,305

55,144

23,820

37,120

14,879

1,613

212,479

30,000

247,688

137,243

31,964

2,500

65,048

21,560

10,437

640,423

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
事業等のための市の借入金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
国・県支出金

市 債
繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
道路などの建設費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
ゴミ処理、がん検診などの費用
消防防災などの費用
農林業などの費用
商工観光業振興などの費用

民 生 費

土 木 費
総 務 費
公 債 費
教 育 費

衛 生 費
消 防 費
農林水産業費
商 工 費

令和５年度末各種基金残高見込額

残高見込額

64億1,401万2千円

18億1,762万3千円

2,177万8千円

2億9,911万4千円

24億7,861万3千円

4億9,017万1千円

3億2,479万5千円

3億7,340万8千円

1億1,793万7千円

893万5千円

3,734万4千円

1,800万0千円

1,061万5千円

2億1,889万5千円

4千円

126億3,124万4千円

基　金　名　称

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

ま ち づ く り 基 金

地 域 福 祉 基 金

地 域 振 興 基 金

土 地 開 発 基 金

国民健康保険財政調整基金

介 護 保 険 財 政 調 整 基 金

学 校 施 設 整 備 基 金

高 額 療 養 費 貸 付 基 金

奨 学 資 金 貸 付 基 金

介 護 給 付 費 等 貸 付 基 金

特 別 導 入 事 業 基 金

森 林 経 営 管 理 基 金

ふ る さ と 寄 附 金 基 金

合　　　　　計

歳入
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　４月より移住・定住支援室が本庁舎裏
の旧わんぱぁくへ移転します。
　広い相談スペースでお子さま連れの方
も安心できる環境となっています。

４ 月 移住・定住支援室 移転しますより が

問　　総合政策課移住・定住支援室 ☎62‐8002

コムコム

ローソン
米代
児童
公園

年金
事務所 市役所

本庁舎

市役所
第二庁舎

移住・定住支援室

マイナンバーカード
休日窓口を開設します！

完全予約制！ 　　市民課市民係 ☎62‐1114問申　 月　　 日（木）までに電話予約をしてください

日時　　 月  　　日（日） 　時～　　  時
場所　市役所本庁舎１階 市民ホール
対象　北秋田市に住所登録している方
持ち物

申請・交付・電子証明書更新・暗証番号再設定

●電子証明書更新・暗証番号再設定の方
　マイナンバーカード

※① 以下のＡ、Ｂのいずれかをお持ちください
Ａ 運転免許証、障がい者手帳、パスポートなどの
　 顔写真付きの公的なものを１点
Ｂ 健康保険証、年金手帳、介護保険証、福祉医療費
　 受給者証、学生証などを２点
※② 15歳未満の方および成年被後見人の方は、

法定代理人と一緒にお越しください
（法定代理人の本人確認書類もお持ちください）

●申請・交付の方
通知カード（お持ちの方のみ）／住民基本台帳
カード（お持ちの方のみ）／本人確認書類（※①、②）
交付通知書のはがき（交付の方のみ）

マイナンバーカード業務の停止について

 マイナンバー総合フリーダイヤル ☎0120-95-0178（音声ガイダンス１番）問

　下記日程で公的個人認証システムの改修作業が行われるため、マイナンバーカードに関する
一部の業務が当日実施できません。ご不便をおかけしますが、ご理解のほどお願いします。

業務停止期間　４月29日（土）～５月７日（日）まで
実施できない業務　券面事項更新（氏名や住所に変更があった方）／暗証番号初期化（暗証番号が分からない方）／ロッ
　　　　　　　　　ク解除（暗証番号を規定回数以上間違えた方）／電子証明書の発行、更新、失効
制約を受ける業務　マイナンバーカードの交付（交付時に電子証明書の氏名や住所の代替文字設定が必要な方）／継
　　　　　　　　　続利用（転入された方）／一時停止解除　など ※業務は実施可能ですが、その後の電子証明書の発行等ができません

こども課新設に伴い

４ 20
４ 23 ９ 16

階段・
エレベーター

本庁舎１階位置図

正面入口

相談室

会計課

高齢福祉課

こども課

生活課

市民課

市民ホール

※地域障がい福祉係は本庁舎２階へ移動していますが、こども課内に窓口を
　一部残します。

こども応援係
☎62-6638

子育てあんしん係
☎84-8778

　市では、未来を担う子どもたちを重点的
に応援していくため、令和５年度より組織
体制を改編し「こども課」を創設しました。
　市民の皆さまには、子ども行政に関して
の「ワンストップ窓口」としてより便利に
サービスや支援をご利用になれます。
　こども課２係の概要は以下のとおりです。

課こども
スタートします！スタートします！

オンラインで子育て・介護などの申請ができます！い つ
で も
　３月27日からマイナポータルを通じて、子育て・介護など38の手続きがオンラインで届出可能になりました。
申請にあたり、来庁が原則不要となります。電子申請可能な手続きの概要は以下のとおりです。

　　デジタル化推進係 ☎72-5234問

子育て
●保育施設等の利用申込み
●児童手当等の受給資格および児童
　手当の額についての認定請求
●妊娠の届出　　　　など15手続き

転出・転入
●転出届
●転入予定連絡届　　など６手続き

介護
●要介護・要支援認定の申請
●介護保険負担割合証の再交付申請
●被保険証の再交付申請　　など11手続き

消防関係
●消防計画作成（変更）届出
●防火・防災管理者選任（解任）届出
　　　　　　　　　　　　　など６手続き ▲マイナちゃんに聞いてみよう！！

　マイナポータル（YouTube）

マイナポータルの利用方法について
はこちらをご確認ください。

・お子さんや家庭に関する相談

・ひとり親のサポート

・児童扶養手当

・特別児童扶養手当

・きたあきた赤ちゃん応援事業

・制服等リユース事業

・こどもからの相談受付

・保育園、認定こども園

・児童クラブ

・児童館

・児童手当

・ハッピーアニバーサリー事業

・きたあきた子育てクーポン事業

・子育て政策
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▽
総
務
課
／
総
務
係
＝
☆
佐
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修
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査
委
員
事
務
局
主
幹
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岸
野
奏
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津
谷
名
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／
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機
管
理
係
＝
佐
藤
貴
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・
吉
田
富
昭

▽
総
合
政
策
課
／
課
長
＝
福
嶋 

統
（
税

務
課
長
）
／
政
策
係
＝
坂
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康
彦
／
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・
定
住
支
援
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＝
☆
畠
山
英
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（
商

工
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光
課
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幹
）

▽
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陸
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再
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支
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／
室
長
＝
秋
元
泰
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財
政
課
主
幹
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■
総
務
部
付
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澤
藤
健
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業
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働
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／
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史
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／
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俊
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司
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務
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建
設
部
長
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局
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▽
財
政
課
／
財
政
係
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☆
池
田
恒
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財

政
課
副
主
幹
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櫻
田
亮
平
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／
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進
係
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澤
田 

賢
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）
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調
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☆
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年
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財
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課
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主
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陽
平

▽
税
務
課
／
課
長
＝
藤
原
甚
英
（
建
設
課

長
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／
市
税
係
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／
収
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生
活
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／
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光
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／
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／
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合
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総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
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田
あ
さ
み
（
会
計
課
長
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市

民
生
活
係
＝
伊
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▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
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ー
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片
岡
喜
輝
（
水
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／
市
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生
活
係
＝
☆
木
村
静
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福
祉
課
主
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山
田
将
大
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仁
総
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セ
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タ
ー
／
セ
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合
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福
祉
課
／
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祉
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＝
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工
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留
理
子（
教
育
委
員
会
総
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も
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／
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務
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／
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由
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仁
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佐
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藤
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／
子
育
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あ
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し
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係
＝

☆
佐
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稚
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高
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福
祉
課
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主
幹
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・
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路
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／
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内
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園
＝
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保
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／
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仁
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仁
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▽
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課
／
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／
介
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／
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▽
医
療
健
康
課
／
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／
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／
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▽
農
林
課
／
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建
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課
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）
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興
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興
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正
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潤
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裕
和
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工
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光
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セ
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／
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係
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緊
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兼

務
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商
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光
課
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弥
／
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係
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建
設
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長（
水
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長
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）
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総
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政
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▽
都
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計
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／
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水
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係
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▽
建
設
課
／
課
長
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日
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／
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＝
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▽
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長
岐 

孝
生
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総
合
政
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水
道
課
／
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係
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野
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／
管
理

係
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正
義（
建
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課
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主
幹
）

・
上
田
正
靖
・
武
石
貴
仁
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長
併
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笠
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総
務
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／
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総
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／
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光
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係
＝
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／
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兼
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／
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▽
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／
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／
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／
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司
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介
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／
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育
委
員
会
部
局

　
三
上
智
大
〈
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
係
〉
／

長
岐
真
富〈
市
民
係
〉／
岩
谷
諭
子〈
子

育
て
あ
ん
し
ん
係
〉
／
佐
藤
星
菜
〈
米

内
沢
保
育
園
〉
／
成
田
帆
香
〈
健
康
推

進
係
〉
／
松
井
久
恵
〈
観
光
振
興
係
〉

／
畠
山
翔
吾
〈
都
市
計
画
住
宅
係
〉
／

成
田
昂
介
〈
生
涯
学
習
係
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
職
員
）

　
久
我
拓
未
〈
消
防
署
〉
／
川
口 

翔
〈
消

防
署
〉
／
藤
嶋
菜
々
〈
消
防
署
〉
／
小

野
美
咲
〈
消
防
署
〉

　
小
笠
原 

武〈
管
財
係
〉／
鈴
木
博
幸〈
保

護
係
〉
／
三
澤
忠
博
〈
地
域
障
が
い
福

祉
係
〉／
伊
藤
み
ゆ
き〈
前
田
保
育
園
〉

／
坂
上
洋
子
〈
健
康
推
進
係
兼
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
／
佐
藤
敏

文
〈
米
内
沢
診
療
所
〉
／
佐
藤 

進
〈
観

光
振
興
係
〉／
水
木
正
範〈
下
水
道
係
〉

／
藤
田
和
広
〈
鷹
巣
中
学
校
〉
／
宮
腰

正
樹
〈
文
化
会
館
〉

　
佐
藤
進
・
小
笠
原
雅
明
・
鈴
木
博
幸〈
財

務
部
〉
／
水
木
正
範
・
花
岡 

登
・
小

笠
原
武
・
成
田 

寿
・
佐
藤
敏
文
〈
市

民
生
活
部
〉
／
伊
藤
み
ゆ
き
・
山
田
恵

美
子
・
坂
上
洋
子
・
成
田
哉
子
・
木
村

公
美〈
健
康
福
祉
部
〉／
宮
腰
正
樹〈
会

計
管
理
者
〉
／
藤
田
和
広
〈
教
育
委
員

会
事
務
局
〉
／
戸
嶋
拓
志
〈
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
〉
／
長
岐
篤
市
・
三
澤

忠
博
・
山
田 

昇
〈
消
防
本
部
〉

▼
再
任
用
退
職

　
柴
田
洋
子
・
松
橋
美
保（
健
康
福
祉
部
）

人
　
事
　
異
　
動

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
定
期
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
環
境
整
備
、
移
住
・
定
住
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
ま
す
。

●「
こ
ど
も
課
」
の
設
置
・・・
子
ど
も
行
政
に
関
し
て
総
合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
、

新
た
に
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
運
営
し
、
総
合
的
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、

よ
り
効
果
的
な
子
育
て
政
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
企
業
誘
致
の
推
進
・・・
切
れ
目
の
な
い
企
業
誘
致
活
動
と
住
み
続
け
る
た
め
に
必
要
な
働

く
場
所
を
確
保
し
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
に
派
遣
職
員
を
２
人
体
制
と
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
室
の
継
続
設
置
・・・
引
き
続
き
市
民
の
皆

さ
ま
や
市
内
事
業
者
等
を
応
援
す
る
た
め
、
５
人
体
制
で
業
務
を
継
続
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
４
月
１
日
職
員
数　
４
６
１
人
（
正
職
員
・
再
任
用
職
員
）

　
退
職
21
人
、
採
用
12
人
（
一
般
職
８
人
、
消
防
吏
員
４
人
）

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等

を
除
き
、役
職
、異
動
前
の
所
属
等

は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

（
一
部
役
職
を
表
記
）

■
消
防
本
部
（
一
部
役
職
を
表
記
）

■
議
会
事
務
局

■
農
業
委
員
会
事
務
局

■
監
査
委
員
事
務
局

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
財
務
部

■
市
民
生
活
部

■
産
業
部

■
建
設
部

■
健
康
福
祉
部

■
新
規
採
用
職
員　
〈　
〉
は
配
属
先

■
再
任
用　
〈　
〉
は
配
属
先

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

■
会
計

■
水
道
局

■
総
務
部

●
異
動
者
の
み
掲
載
（
※
顔
写
真
は
部
長
級
）
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３月定例会

行政
報告

現
在
12
歳
以
上
の
初
回
接
種
率
は
95
・
３

％
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
２
価
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
は
74
・
２
％
、
５
〜
11
歳
の
初
回
接
種

率
は
76
・
５
％
、
追
加
接
種
率
は
37
・
０

％
、
生
後
６
カ
月
〜
４
歳
の
接
種
率
は
１

回
目
25
・
９
％
、
２
回
目
15
・
６
％
、
３

回
目
１
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
１
月
21
日
に
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
と
市
民
病
院
と
の
共
催
で
医

療
講
演
会
を
文
化
会
館
で
開
催
し
、
秋
田

大
学
の
飯
島
教
授
に
よ
る
「
秋
田
県
で
多

い
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
の
お
話
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

産
業
部

■ 

農
林
課 

関
係

●
令
和
５
年
産
米
の
生
産
の
目
安
は
12
月

21
日
に
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
市
の
生
産
の
目
安
を
１
万
５
６
８

３
ト
ン
、
面
積
換
算
値
で
は
２
９
１
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
決
定
し
、
Ｊ
Ａ
等
か
ら
各
生

産
者
へ
目
安
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
有
林
の
適
正
管
理
を
行
う
た
め
、
三

木
田
、
三
里
で
24
・
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間

伐
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
８
月
の
大
雨
に
よ
る
農
地
農
業
用
施
設
災

害
は
国
庫
補
助
事
業
の
国
の
災
害
査
定
が
行

わ
れ
、
順
次
復
旧
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

■ 

商
工
観
光
課 

関
係

●
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
が
12
月
10
日
か
ら

冬
の
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
月
７
日

か
ら
は
樹
氷
観
賞
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
第
16
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in
北
秋

　
令
和
５
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例

会
は
３
月
１
日
に
開
会
し
、
16
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
の
行
政
報
告（
11
月
末
以
降
）の

主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総 

務 

部

■ 
総
務
課 

関
係

●
職
員
採
用
試
験
（
後
期
）
は
12
月
24
日

に
試
験
を
実
施
し
、
１
月
11
日
付
け
で
大

学
卒
程
度
一
般
行
政
１
名
、
建
築
１
名
、

就
職
氷
河
期
世
代
（
一
般
行
政
）
２
名
の

合
格
者
を
告
示
し
ま
し
た
。

●
第
１
回
空
家
等
対
策
協
議
会
を
１
月
30

日
に
開
催
し
、
１
件
を
特
定
空
家
等
に
認

定
し
ま
し
た
。

■ 

総
合
政
策
課 

関
係

●
11
月
30
日
に
仙
北
市
の
わ
ら
び
座
と
演
劇

や
民
俗
芸
能
を
通
じ
た
地
域
振
興
な
ど
を
目

的
に
連
携
す
る
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

●
12
月
30
日
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
で

「
就
職
・
Ａ
タ
ー
ン
師
走
の
大
相
談
会
」

を
地
元
企
業
12
社
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
２
月
１
日
に
第
３
回
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
を
開
催
し
、
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
協
議
し
ま
し
た
。

■ 

内
陸
線
再
生
支
援
室 

関
係

●
昨
年
８
月
の
大
雨
の
被
害
を
受
け
不
通

と
な
っ
て
い
た
鷹
巣
〜
阿
仁
合
間
は
、12
月

12
日
に
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

●
「
秋
田
内
陸
線
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
in
縄
文
小
ケ

田
」
が
２
月
３
日
か
ら
12
日
の
期
間
で
開
催
。

「
北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り
」
は
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
２
月
23
日
か
ら

３
月
５
日
の
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

財 

務 

部

■ 

財
政
課 

関
係

●
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
工
事
等
発
注

状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
５
件
で
、契
約
額
１

億
３
０
９
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

税
務
課 

関
係

●
市
税
の
収
納
対
策
と
し
て
、
夜
間
と
休

日
納
税
相
談
窓
口
を
12
月
15
日
、
18
日
、

23
日
、
２
月
14
日
、
19
日
、
24
日
の
各
月

３
日
間
開
設
し
ま
し
た
。

●
「
市
・
県
民
税
」
申
告
相
談
が
２
月
３

日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
期
間
で
延
べ
10

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

■ 
市
民
課 

関
係

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
12
月
末
現
在

で
交
付
枚
数
が
１
万
５
９
１
１
枚
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
12
月
末
現
在
の
被
保

険
者
数
は
６
０
８
９
人
、
加
入
世
帯
数
は

４
３
３
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
の
12
月
末
現
在
の
被
保

険
者
数
は
７
６
７
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

生
活
課 

関
係

●
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
と
交

通
指
導
隊
連
合
会
の
合
同
の
安
全
祈
願
式

と
査
閲
式
が
１
月
７
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
協
会
の
交
通
安

全
祈
願
祭
が
１
月
19
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部

■ 

福
祉
課 

関
係

●
令
和
５
年
度
の
保
育
所
等
の
入
所
申
込
状
況

は
11
月
末
現
在
で
５
２
９
人
で
、
大
阿
仁
保
育

園
は
入
所
申
し
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
12
月
１
日
に
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
新

旧
委
員
紹
介
式
が
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

１
２
０
名
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス「
わ
ん
ぱ
ぁ
く
」

は
11
月
30
日
に
新
築
工
事
が
完
了
し
、12
月
22

日
に
開
所
式
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

●
１
月
14
日
に
学
生
服
等
の
リ
ユ
ー
ス
無
料

譲
渡
会
を
合
川
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

■ 

高
齢
福
祉
課 

関
係

●
福
祉
の
雪
事
業
の
12
月
末
現
在
の
登
録

世
帯
数
は
８
０
２
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
の
12
月
末
現
在
の
要
支
援・要

介
護
認
定
者
数
は
２
７
７
６
人
で
、う
ち

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
２
４
５
２
人
、受
給
率

は
88・３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

医
療
健
康
課 

関
係

●
12
月
末
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
者
数
は
、高
齢
者
が
６
９
７
５
人
、子

ど
も
と
妊
婦
が
２
０
０
８
人
で
、高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
１
２
９
人
が
接
種

を
受
け
て
い
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
１
月
31
日

田
が
１
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
と
、

観
光
振
興
・
地
域
お
こ
し
を
テ
ー
マ
と
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
試
飲
会
・
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
全
国
か
ら
82
銘
柄
の
応
募
が
あ
り
、

淡
麗
の
部
で
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
㈱
が
出

品
の
「
ど
ぶ
ろ
く
マ
タ
ギ
の
夢
」
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
２
月
９
日
に
総
合
ア
ウ
ト
ド
ア
企
業
の

「
㈱
モ
ン
ベ
ル
」
と
本
地
域
の
自
然
環
境

を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
等
の
促
進

に
よ
る
活
性
化
と
市
民
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
緊
急
経
済
対
策
室 

関
係

●
「
北
秋
田
市
民
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
」

は
、
１
万
３
６
１
６
世
帯
の
２
万
９
４
８

６
人
に
対
し
１
億
４
７
４
３
万
円
分
の
商

品
券
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

建
設
部

■ 

都
市
計
画
課 

関
係

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
「
新
住
ま

い
る
応
援
事
業
」
は
１
月
31
日
現
在
で
３

０
０
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
申
請
総
額

は
３
７
５
０
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
は
鷹
巣
処
理
区
で
面
整
備

工
事
４
件
の
う
ち
３
件
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

●
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
17
基
の
申
請

の
う
ち
15
基
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

■ 

建
設
課 

関
係

●
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
工
事

等
の
発
注
状
況
は
河
川
維
持
工
事
２
件
。

完
成
状
況
は
道
路
改
良
工
事
１
件
、
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
５
件
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
８
月
の
大
雨
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
災
害
は

国
庫
補
助
事
業
の
国
の
災
害
査
定
が
行
わ
れ
、

１
月
か
ら
順
次
復
旧
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

●
除
雪
事
業
は
12
月
２
日
が
今
年
度
最
初

の
出
動
と
な
り
、
１
月
31
日
現
在
の
一
斉

出
動
日
数
は
鷹
巣
地
区
12
日
、
合
川
地
区

15
日
、
森
吉
地
区
16
日
、
阿
仁
合
地
区
23

日
、
比
立
内
地
区
29
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
局

■ 

水
道
課 

関
係

●
摩
当
地
区
給
・
配
水
管
布
設
工
事
が
完

成
し
、
西
根
田
４
排
水
設
備
（
消
火
栓
）

更
新
工
事
と
南
鷹
巣
１
排
水
設
備
（
消
火

栓
）
更
新
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部

■ 

常
備
消
防 

関
係

●
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
火
災
発
生
状
況

と
消
防
活
動
は
、
建
物
火
災
が
５
件
、
車

両
火
災
が
３
件
、
そ
の
他
火
災
（
除
雪

機
）
が
１
件
。
救
急
出
場
は
５
２
３
件
で
、

急
病
が
最
も
多
く
３
８
５
件
。
救
助
出
場

は
18
件
で
、
う
ち
交
通
事
故
が
13
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
１
月
29
日

に
市
内
４
地
区
で
火
災
想
定
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
第
46
回
消
防
職
員
意
見
発
表
会
秋
田
県

大
会
の
予
選
会
を
12
月
21
日
に
開
催
。
最

優
秀
賞
の
職
員
は
２
月
10
日
に
秋
田
市
で

開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

●
消
防
車
両
は
２
月
20
日
に
本
署
の
高
規

格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

■ 

非
常
備
消
防 

関
係

●
消
防
出
初
式
は
１
月
８
日
に
消
防
団
員

や
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
と
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。

●
１
月
20
日
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
四
輪

駆
動
消
防
車
が
納
車
と
な
り
、
第
５
分
団

（
七
日
市
松
沢
）
に
新
規
配
備
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

■ 

総
務
課 

関
係

●
12
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
「
短
期
チ
ャ

レ
ン
ジ
留
学
Ⅱ
」
を
行
い
ま
し
た
。
県
外

か
ら
13
名
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、
社

会
と
数
学
の
授
業
、
ス
キ
ー
や
雪
あ
そ
び
、

き
り
た
ん
ぽ
作
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

■ 

学
校
教
育
課 

関
係

●
１
月
６
日
に
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
１
月
19
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

「
令
和
４
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
市
教
育
委
員
会
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
来
年
度
の
市
内
の
入
学
予
定
者
数
は
、

１
月
末
現
在
で
小
学
校
１
４
３
名
、
中
学

校
１
７
３
名
、
義
務
教
育
学
校
４
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

生
涯
学
習
課 

関
係

●
12
月
10
日
に
「
陸
上
自
衛
隊
第
９
音
楽
隊

演
奏
会
」
を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
12
月
11
日
に
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２

０
２
２
」
を
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開

催
し
ま
し
た
。

●
12
月
17
日
に
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年

少
女
合
唱
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

●
１
月
11
日
に
「
冬
の
笑
楽
校
２
０
２
３
」

を
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
１
月
29
日
に
文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
環

で
、
火
災
想
定
訓
練
を
旧
長
岐
家
住
宅
で

実
施
し
ま
し
た
。

●
２
月
３
日
に
鷹
巣
小
学
校
学
校
運
営
協

議
会
と
鷹
巣
地
区
学
校
協
働
本
部
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協

働
活
動
の
一
体
的
推
進
」
に
係
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
ま
た
、
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
が
第
75
回
優
良
公
民
館
表
彰

を
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
２
月
11
日
に
「
東
儀
秀
樹
＆
ピ
ア
ノ
五
重
奏

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

●
２
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
伊
勢
堂
岱
遺

跡
の
Ｖ
Ｒ
化
や
出
土
品
の
３
Ｄ
化
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
、
都
内
21
駅
30
か
所
で
15
秒
Ｐ
Ｒ
動
画

を
放
映
し
ま
し
た
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

関
係

●
２
月
４
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
を

会
場
に
、
第
14
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大

会
兼
第
66
回
北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会
が

行
わ
れ
、
各
競
技
に
５
歳
か
ら
86
歳
ま
で

の
45
名
が
日
頃
鍛
え
た
ス
キ
ー
技
術
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

▲タイムを競い合った選手たち（薬師山）
▲行政報告の全文を
　ご覧になれます▲運転を再開した秋田内陸線（鷹巣駅）
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　昨年８月の豪雨災害の見舞訪問として日本自治体労働組合
総連合（桜井眞吾中央執行委員長）の長坂圭造副中央執行委
員長と小原徹也中央執行員が市役所を訪れ、津谷市長に見舞
金の贈呈と防災対策の強化などを要請しました。

日本自治体労働組合総連合が豪雨災害見舞金贈呈
見舞金の贈呈と防災対策・労働者処遇など要請２/15

（水）

　冬の阿仁地域の活性化として「スノーキャンドルストリー
ト in あに」（福森卓実行委員長）が阿仁合駅周辺で行われ、
異人館でのテラスライブや冬花火など、多くの灯りで普段の
夜の街と異なる幻想的な風景に包まれました。

第17回 スノーキャンドルストリート in あに
冬の阿仁地域を多くの灯りで盛り上げる２/18

（土）

　七日市地区の葛黒集落に伝わる市指定文化財「葛黒火まつ
りかまくら」が同集落で行われ、住民や子どもたちが燃え盛
るご神木に向かって「おーい！かまくらのごんごろう！」と
叫び、五穀豊穣と無病息災を祈願しました。

葛黒火まつりかまくら
五穀豊穣と無病息災を願う２/19

（日）

　消防署の高規格救急車両が更新となり、安全祈願などが行
われました。新車両には新たな資器材が搭載され、救命率の
向上や、発症から治療まで時間を大幅に短縮できることで、
予後の回復に貢献できると期待されています。

北秋田市消防署 高規格救急車両更新
地域のさらなる救命率の向上へ２/20

（月）

　合川小学校６年生を代表して金田和馬さん、藤島美玲さん、
新田龍信さんの３名が市役所を訪れ、総合的学習の中で種ま
きから作ったいぶりがっこ「八代目合川小雅香」を津谷市長
に贈呈しました。

合川小学校児童「いぶりがっこ」贈呈
八代目 合川小雅香（しょうがっこう）を紹介２/20

（月）

　県民歩くスキーのつどいが県立北欧の杜公園で行われ、市
内外から４～85歳のスキー愛好者144人が参加し、公園内
の広大な雪原を親子や友達同士で景色と会話を楽しみながら
スキーで巡るなど、心地よい汗を流していました。

第40回 県民歩くスキーのつどい
４年ぶりに歩くスキーのつどいを満喫２/26

（日）

　任期満了に伴い退任する虻川広見副市長の退任式が市役所
で行われ、職員から大きな拍手が送られました。虻川副市長
は平成23年３月１日に就任し、３期12年にわたり津谷市長
を支えるとともに、市の発展に尽力されました。

虻川広見副市長 退任式
３期12年北秋田市の発展に尽力２/28

（火）

　地域おこし協力隊の委嘱状交付式が市役所で行われ、中野
岳春さんが伊勢堂岱遺跡・JOMONコンシェルジュに就任
しました。今後は、中野さんの情報発信などの活動により、
同遺跡の認知度向上が期待されます。

地域おこし協力隊委嘱状交付式
伊勢堂岱遺跡・JOMONコンシェルジュ着任３/１

（水）

　小又川新発電所（三菱マテリアル㈱）が県内で69年ぶり
となる新水力発電所の営業運転を開始し、竣工記念パー
ティーが市民ふれあいプラザで行われました。環境にやさし
い持続可能なエネルギーで未来への貢献が期待されます。

小又川新発電所が営業運転開始
環境にやさしいエネルギーとして未来に貢献３/２

（木）

　秋北バスの交通系ICカードが路線バスに拡大され、運用
拡大セレモニーが市民ふれあいプラザで行われました。バス
やSuicaと相互利用エリアで利用可能な乗車券や電子マネー
などのサービスにより、利便性が向上となります。

秋北バス 地域連携ICカード運用拡大セレモニー
交通系ICカードの路線バス対応で利便性が向上３/９

（木）

　北秋田市「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「総合計
画後期基本計画」で各部局が定めた目標の達成状況を検証す
る北秋田市総合戦略検証会議が市民ふれあいプラザで行われ、
津谷市長が委員12人に委嘱状を交付しました。

第１回 北秋田市総合戦略検証会議
総合戦略・計画目標の達成状況を検証３/10

（金）

　市内４中学校の卒業式が行われ、卒業生は３年間の思い出
と希望を胸に学び舎を巣立ちました。阿仁中学校（小林陽介
校長）では、新年度から義務教育学校「阿仁学園」が開校と
なるため、最後の阿仁中学校卒業式となりました。

中学校４校卒業式 ～阿仁中は最後の卒業式～
それぞれの思いと希望を胸に３/11

（土）
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北秋田市
地域おこし
協力隊

vol.61

貝田 真紀 隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.78

　この間、久しぶりに葛黒の火まつりかまくらを訪れ

てみました。ショベルカーの力も借りながら、ご神木

の立ち上げに初めて協力しました。江戸時代に由来す

る火まつりだと言われており、300年ほどの長い歴史

を参加しながら感じていました。建設機械のない昔の

人々がご神木の立ち上げに努力している姿を想像して

みると、この伝統行事をさらに尊敬します。

　幕が一回閉じられたものの、クラウドファンディン

グで募金され復活できたお祭りとして、私は気に入っ

ています。日本の歴史や伝統に興味があったからこそ、

日本語を勉強して、日本にやってきたわけですので、

その歴史的なものが残されていて参加できることが嬉

しいです。

　しかし、今年は違う意味でこの火まつりが復活でき

ましたね。コロナ禍のため開催中止されたこともあり

ますから。

　毎回、無病息災を願

いますが、今回は、特

に新型コロナウイルス

感染症の終息という願

いを込めて「かまくら

のゴンゴロー！」と叫

んできました。

　
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
貝
田
真
紀
で
す
。
今
回
は

モ
ロ
ビ
の
サ
ウ
ナ
で
の
利
用
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
昨
年
の
森
吉
山
の
山
開

き
の
際
に
、
森
林
管
理
局
の
許
可

を
得
て
雪
の
重
み
で
折
れ
た
モ
ロ

ビ
の
枝
を
採
取
し
て
い
ま
し
た
。

枝
は
既
に
蒸
留
し
て
精
油
を
抽
出

し
、
県
内
外
の
い
く
つ
か
の
サ
ウ

ナ
で
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
モ
ロ
ビ
と
は
、
樹
氷
の
元
に
な
っ

て
い
る
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
こ

と
で
、
枝
を
折
る
と
爽
や
か
な
強

い
香
り
が
し
ま
す
。
森
吉
山
周
辺

の
地
域
で
は
、
岳
参
り
の
際
に
モ

ロ
ビ
の
枝
を
採
取
し
て
近
所
の
人

に
配
る
こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
伝
統
的
な
狩
猟

を
行
う
マ
タ
ギ
の
方
々
は
猟
の
前

に
モ
ロ
ビ
の
枝
を
燃
や
し
て
、
そ

の
煙
を
燻
ら
せ
て
里
の
匂
い
を
消

し
た
り
、
心
を
落
ち
着
か
せ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
ア
ロ
マ

植
物
で
あ
る
モ
ロ
ビ
を
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
利
用
で
き
な
い
も

の
か
と
考
え
、
精
油
に
し
て
サ
ウ

ナ
の
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。「
ロ

ウ
リ
ュ
ウ
」
と
は
、
熱
し
た
サ
ウ

ナ
ス
ト
ー
ン
に
水
を
か
け
て
蒸
気

を
立
ち
昇
ら
せ
る
入
浴
法
の
こ
と

で
、
水
に
精
油
等
を
混
ぜ
て
香
り

を
楽
し
ん
だ
り
も
し
ま
す
。

　
北
秋
田
市
内
で
は
「
北
欧
の
杜
」

の
冬
サ
ウ
ナ
で
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
と
し

て
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の

で
、
厄
除
け
の
意
味
も
込
め
て
、

ぜ
ひ
モ
ロ
ビ
の
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
を
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

モ
ロ
ビ
の
香
り
で

　
　
　
　
厄
除
け
サ
ウ
ナ

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
活
性
協
議
会（
第
二
庁
舎
）

17
日（
金
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
第
２
回
理
事
会（
秋
田
市
）

18
日（
土
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

19
日（
日
）▽
秋
田
県
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
交
流
記
録
会（
市
民
プ
ー
ル
）▽
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く

ら（
葛
黒
地
区
）

20
日（
月
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
合
川
小
学
校
い
ぶ
り
が
っ
こ
贈
呈（
本
庁
舎
）

24
日（
金
）▽
森
吉
山
の
国
定
公
園
へ
の
昇
格
の
推
進
に
係
る
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
職
員
提

案
表
彰
式（
本
庁
舎
）

28
日（
火
）▽
副
市
長
退
任
式（
本
庁
舎
）

１
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
・
代
表
質
問（
議
事
堂
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱

状
交
付
式（
中
野
岳
春
さ
ん・本
庁
舎
）

２
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会（
議
事
堂
）▽
小
又
川
新
発
電
所
竣
工
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー（
コ
ム
コ
ム
）

３
日（
金
）▽
企
業
訪
問（
名
古
屋
市
）

６
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会・一
般
質
問
1
日
目（
議
事
堂
）

７
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会・一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）

９
日（
木
）▽
秋
北
バ
ス
I
C
カ
ー
ド
運
用
拡
大
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー（
コ
ム
コ
ム
）

10
日（
金
）▽
第
１
回
北
秋
田
市
総
合
戦
略
検
証
会
議
委
嘱
状
交
付（
コ
ム
コ
ム
）▽
大
館
能
代
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
１
１
６
回
取
締
役
会（
同
社
）

11
日（
土
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式（
同
校
）

15
日（
水
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式（
柳
田
大
志
さ
ん
・
本
庁
舎
）▽
第
１
６
８
回

合
川
ろ
ば
た
講
座（
合
川
公
民
館
）

◇ 

２
月
16
日 
〜 

３
月
15
日

おーい！ かまくらのゴンゴロー！

▲完成したモロビの精油

▲定例記者会見を行う津谷市長

▲施政方針を述べる津谷市長

▲市長と語ろう！タウンミーティング

きらり★ 未来を切り拓く子どもたちの活動info:04

▲７月７日 阿仁中「自然体験学習」太平湖・三階滝 

　北秋田市立小・中学校の「総合的な学習の時間」では、
市からの「総合的な学習の時間に関する補助金」を活用し、
校外学習、地域の人々との交流、伝統行事の体験など
様々な活動を行っています。
　これらの活動を通じて、ふるさとを愛し、ふるさとを
支えようとする子どもたちの育成を図っています。
　このコーナーでは、各校の活動の様子をご紹介します。

▲11月 19日 清鷹小「伝承芸能合同発表会」 ▲２月 22日 前田小「Ｍステ（祖父母交流会）」

総合的な学習の時間に関する補助金 活用事業総合的な学習の時間に関する補助金 活用事業 と輝く各校の取り組みからきら り★

学校教育課義務教育係 ☎62-6617問



～ 地域で学び、活動する皆さんを応援します ～
北秋田市教育委員会■公民館活動

■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ 伊勢堂岱遺跡

公式 Twitter
スポーツ振興課
公式 Instagram
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 こども課子育てあんしん係 ☎84‐8778問

　子育て家庭の経済的負担軽減と資源の有効活用を
目的に、例年１月に制服等のリユース無料譲渡会を
実施しています。お子さまの進学などで使い終わっ
た制服等がありましたら、ぜひご提供ください。

■回収期間 通年（平日９時から17時まで）

■回収場所 こども課子育てあんしん係（本庁９番窓口）
合川・森吉・阿仁総合窓口センター

■回収する品物

市内の中学校、県北の高校等の制服（夏用・冬用）
/校章/ボタン/ネクタイ/スカーフ/学校指定の
ジャージ、半袖、短パン/柔道着（体育授業用）、習字、
絵の具、彫刻刀、裁縫の各セット
※制服はクリーニング済みのものに限ります

制服等をリユース事業に
ご提供ください！

鷹 森

全市一斉 春のクリーンアップ

■誰でもできる！パステルアート
　パステルを粉にして指で描く、誰で
も簡単に楽しめるアートです。
日時 ４月20日（木）10時～11時30分
場所 市民ふれあいプラザ
講師　吉田 みどり さん
定員 15人
材料費　500円
持ち物　手をふくおしぼり

生涯学習係 ☎62‐1130

■令和５年度 北秋田市ジュニア
陸上クラブ団員募集

対象　北秋田地区（上小阿仁村含む）
　　　小学３～６年生
練習日　月２回　９時～10時30分
　　　　（期間：５～10月）
練習会場　鷹巣陸上競技場ほか
開講式　日時：４月22日（土） 15時～
　　　　場所：北秋田市交流センター
申込方法　申込書を４月９日（日）まで
　　　　　に鷹巣体育館へ提出
※申込書は鷹巣体育館にあります。
年会費　2,000円（開講式当日に徴収）
ジュニア陸上クラブ（野呂） 
☎080‐1804‐7066

カ ル チ ャ ー ■鷹巣UNITED VB スポーツ少
年団男子バレーボール団員募集

対象　北秋田市内 小学１～６年生（男子）
練習日　 週３回（火・木・金）
　　　　18時30分～20時30分
練習会場　鷹巣小学校体育館
申込方法　随時見学を受け付けていま
　　　　　す。お気軽に練習時間内に
　　　　　会場にお越しください
鷹巣UNITED VB スポーツ少年団
親の会 三澤孝真 ☎080‐1803‐3405
takanosu.united.vb@gmail.com

■令和５年度 北秋田ジュニアバ
ドミントンクラブ員募集

主催　北秋田市バドミントン協会
対象　市内在住の小・中学生
練習日　週２回（月・木） 19時～20時30分
　　　　※土日練習の場合もあります
練習会場　鷹巣小学校体育館
　　　　　※土日は鷹巣体育館などの

　　場合もあります
申込方法　4月24日（月）までに入会届

と年会費4，000円保険料
800円を鷹巣小学校練習日 
（月曜日）の練習時間内にご
持参ください。

説明会　４月24日（月）18時45分～
　　　　活動内容等の説明会を鷹巣小

学校体育館で行いますので、
　　　　保護者の方もご参加をお願い

します。
　　　　※説明会後に練習を行います
　　 事務局 成田 ☎090‐5354‐5656

問申

問

問

４ APR.2023
Ca lendar

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

スポーツ振興課スポーツ係 ☎62‐3800
　　… 休館日 鷹巣図書館 ☎62‐1707
開館時間 ９時～19時 ※土日、祝日は17時まで
　　… 休館日 森吉図書館 ☎72‐3192
開館時間 ９時～17時

鷹

くまくま園オープニング＆ゴールデンウィーク
イベント（～ 5/7）

　子どもたちの放課後の安全・安心な居場所を確保し、
体験活動を通して遊んで学ぶ「いきいきタイム」が２
月22日に鷹巣小児童クラブで行われ、児童約70名が
参加しました。
　この日は、大館市の音楽療法士・田口諒也さんを講
師に迎え、学年の垣根を越えて音楽にふれあいました。
田口先生は、人の「こまったなぁ」を音楽で解決する
のが仕事と話し、この日は音楽でコミュニケーション
を図り、音楽で自己紹介をするなどして教室の絆を強
めました。
　参加した児童は、リクエストした流行りの曲を先生
が演奏すると大喜びで曲に合わせて一緒に歌い、リズ
ムに乗って踊り、元気いっぱい音楽を楽しみました。

～放課後子ども教室「鷹巣いきいきタイム」～
音楽で絆を強める～音楽って、いいな～

■第13回 カムバック縄文サーモン
　伊勢堂岱遺跡の東側を流れる湯車川
にサケの稚魚を放流します。参加希望
の方は、長靴をご持参のうえ、伊勢堂岱
縄文館にお集まりください。

日時 ４月１日（土）　13時30分～
●参加料無料、事前申込不要です
※当日の状況については、伊勢堂岱縄
　文館（☎84‐8710）にお問い合わせ
　ください。
世界遺産推進係 ☎67‐6771

■伊勢堂岱遺跡の一般公開
　世界文化遺産「伊勢堂岱遺跡」の一般
公開を開始します。

公開期間 ４月22日（土）～10月31日（火）
●遺　跡　９時～16時30分
●縄文館　９時～17時（通年開館）
●遺跡・縄文館ともに入場無料です
※縄文館の休館日は遺跡も閉鎖しています。
※検温・マスク着用・手指消毒にご協力
　をお願いします。
世界遺産推進係 ☎67‐6771
伊勢堂岱縄文館 ☎84‐8710

■デジタル×縄文体験
　４月下旬から伊勢堂岱縄文館で最新
のデジタル技術を使った鑑賞体験シス
テムを一般公開します。
　詳しくは「広報きたあきた５月号」で
ご紹介します。

問

News

鷹 森

鷹 森

鷹 森

森

高松宮賜杯軟式野球北秋田予選（１部・２部）

鷹 森

音楽に合わせて歌って踊る児童たち音楽に合わせて歌って踊る児童たち

世界文化遺産

伊勢堂岱縄文館ＶＲ等映像公開

義務教育学校「阿仁学園」開校式
鷹巣・合川・森吉中学校入学式

鷹 森

第13回カムバック縄文サーモン
春の火災予防運動 一斉放水訓練
（鷹巣中央公園、阿仁前田河川敷）

秋田県議会議員一般選挙

問

伊勢堂岱遺跡

問

お し ら せ

● 22日（土）
＊第59回河田杯マラソン・大館北秋田ロード・レース大会
＊大北中学校春季総体野球大会(～ 23日）
＊「伊勢堂岱遺跡」一般公開（～ 10/31）

市内７小学校・義務教育学校入学式
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
市
内
を
彩
る
桜
は
、

国
立
市
の
春
の
風
物
詩
で
す
。
１
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る

「
大
学
通
り
」
の
両
側
に
は
約
１
６
０
本
も

の
桜
が
並
び
、
見
頃
の
時
期
に
は
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
桜
並
木
は
、

昭
和
９
年
頃
に
皇
太
子
殿
下（
現
上
皇
陛
下
）

の
ご
生
誕
を
祝
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昼
間
と
は
異

な
る
幻
想
的
な
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
大
学
通
り
と
交
差
し
て
東
西
に
伸
び
る

「
さ
く
ら
通
り
」
に
も
、
約
１
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
桜
並
木
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
大
学
通
り
と
並
ん
で
市
内
の
桜
の

名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
さ
く
ら
通
り
沿
い
の
公

園
で
出
店
や
舞
台
が
楽
し
め
る
「
く
に
た
ち

さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
桜
の
名
所
を

め
ぐ
る
「
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
、

桜
を
楽
し
む
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
国
立
市
民
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
あ
る
桜

も
、
樹
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
衰
え
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

桜
を
守
る
た
め
に
「
く
に
た
ち
桜
守
」
と
い

う
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
が
関
わ
り
、
次
世

代
に
美
し
い
桜
を
残
す
た
め
の
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
く
に
た
ち
の
桜
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

友好交流
都市連携
事業

く
に
た
ち
だ
よ
り
vol.９

国
立
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を

定
期
的
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

国
立
市
の
桜

▲国立市の桜の魅力を
　　　　YouTubeでご覧できます

▲大学通りの桜

　
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、

市
民
に
市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
市
民
と
市
長
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
を
重
視
し

た
意
見
交
換
会
で
す
。

　
今
回
は
「
中
学
生
、
高
校
生
、
成
人
者
に
よ
る
異

年
齢
交
流
」
と
し
て
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
は
「
近
年
で
は
コ
ロ
ナ

禍
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
自
治
会
内
で
の
交
流
機
会

も
限
ら
れ
て
お
り
、
年
齢
が
異
な
る
こ
と
か
ら
普
段

は
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
が
な
い
方
々
で
の
異
年

齢
交
流
と
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
に
触

れ
合
え
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
う
。
異
年
齢
で
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
様
々
な
取
り
組
み
へ

の
展
開
が
期
待
で
き
る
と
思
う
。
普
段
考
え
て
い
る

こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
率
直
に
話
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
語
り

合
う
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
２
月
18

日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
北
秋
田
市
に
生
ま
れ
育
っ
た

高
校
生
２
人
と
中
学
生
４
人
、
社
会
人
１
人
が
ト
ー
ク
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
市
長
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市ホームページ
　市長と語ろう！
   タウンミーティング

    へのリンク

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
報
告
書
」
や
、

「
ち
い
き
の
話
題
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

●「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
に
つ
い
て
、
市
民

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
と
思
い
ま
す

か
。

テーマ①
タウンミーティング

秋田北鷹高校
山田 孝翔さん

たかと
秋田北鷹高校
木村 魁斗さん

アキテッジ㈱
近藤 大介さん

だいすけ
ファシリテーター
三浦 栄一さん

かいと

阿仁中学校
田口 　椿さん

つばき
森吉中学校

奥山 美唯菜さん
みいな

合川中学校
庄司 　暖さん

はる
鷹巣中学校
今畠 　快さん

かい

北秋田市長
津谷 永光

えいいち

中高生・
社会人編

●
北
秋
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市
と
友
好
交
流
都
市
で
あ
る

東
京
都
「
国
立
市
」
と
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流
事
業
と
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て
、
ど
ん
な
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と
を
行
っ
て
み
た
い

で
す
か
。

テーマ②
タウンミーティング

問 税務課収納係 ☎62‐1115

市　　税 各種料金 キャッシュレス決済が拡充されます！
　４月１日（土）から従来の【PayPay】【LINE Pay】に加え、新たに【d払い】【au PAY】の収納
サービスを開始します。納付書記載のバーコードを専用アプリで読み取ることで納付でき
ます。詳細は市ホームページをご覧ください。

利用可能な
決済アプリ

New!New! New!New!

市　　税 地方税統一QRコードを利用した納税が始まります！
　４月１日（土）以降に発行する市税の納付書にQRコードが印刷され、全国の地方税統一QRコード対応金融機関にて
市税の納付ができるようになります。また、スマートフォン等で読み取って納付することも可能です。

対 象 税 目 市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税（普通徴収）

利 用 方 法
エルタックス 共通納税対応金融機関

地方税お支払サイト

▶金融機関をご利用の場合
　納期限までに全国の地方税統一QRコード対応金融機関窓口でお支払いください。
▶地方税お支払いサイトをご利用の場合
　サイトアクセス後、納付書のQRコードをスマートフォン等で読み取って納付してください。

（QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です）

注 意 事 項
納期限を過ぎた場合はQRコードで納付できません／汚損等でQRコードが読み取れない場合は利用できません／キャッシュ
レス決済等で納付された場合、領収書は発行されません／市が納付を確認できるまでに一定期間を要するため、すぐに納税証
明書が必要な場合は金融機関窓口やコンビニエンスストアで納付し、領収書を税務課および各窓口センターへご提示ください

さ
く
ら
も
り

▲市ホームページ
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秋
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市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
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田
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夫
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長
）
主
催
の
令
和
４
年
度

北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
１
年
間
で
活
躍
し
た
個
人
と
団
体

が
功
労
賞
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
、栄
光
賞
、奨
励
賞
の
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

功労賞
長岐哲行（北秋田市陸上競技協会）
岩谷忠男（北秋田市スキー連盟）
津谷和暁（北秋田市スポーツ協会）
生田島照雄（北秋田ソフトテニス協会）
渡辺優（北秋田市ソフトボール協会）

生涯スポーツ賞
武藤慶信（北秋田市ユニカール協会）
伊島隆（北秋田市グラウンド・ゴルフ協会）

栄光賞・個人
■フェンシング
石澤煌／板橋真大／石澤一颯／富
樫人道（北秋田市フェンシング協会）
■相撲
成田虎六久（合川小学校）
長岐征馬（鷹巣中学校）
工藤悠斗（森吉中学校）
田子麻聖／櫻田隼／木村龍翔／山
城結／粕田理生（秋田北鷹高校）
■スキー
中嶋心胡（鷹巣小学校）
森川栞奈（鷹巣中学校）
藤本孝輔／松浦鷹祐／遠藤佳人
（秋田北鷹高校）
■陸上競技
藤岡慧理海（合川中学校）
藤嶋菜々（秋田北鷹高校）

■弓道
松岡憂杏／谷口尚美（秋田北鷹高校）
■軟式野球
佐藤陽永／笠井蒼斗／白渡勇斗／鈴
木琉星／大野優樹（能代高等学校）
■男子駅伝
田中佑空（秋田工業高等学校）
■野球
田中元輝／佐藤天／森岡大智（能
代松陽高等学校）
■バスケットボール
髙橋輝（能代科学技術高等学校）
■アーチェリー
永井匠（北秋田市スポーツ協会）

栄光賞・団体
■鷹巣中学校（相撲）
柴田和樹／長岐征馬／岸野公祐／
和田聖翔
■秋田北鷹高校（男子フェンシング）
菅原陸／森祐偉／松橋凛／三浦悠成
■秋田北鷹高校（女子フェンシング）
永井未寿稀／三浦優莉愛／夏井優
花／安部真心
■秋田北鷹高校（相撲）
柴田林太／櫻田隼／田子麻聖／石
井凰獅／木村龍翔／山城結／粕田
理生

■秋田北鷹高校（女子弓道）
松岡憂杏／新林理翠／近藤花穂／
谷口尚美
■秋田北鷹高校（男子ソフトテニス部）
相馬史弥／吉田夕輝／杉渕忠稀／
松岡彩人／因幡颯汰／浪岡愛琉／
猪股悠志／片岡将武
■秋田北鷹高校（男子スキー）
大坂陽斗／藤本孝輔／松浦鷹祐／
遠藤佳人
■北秋田市ユニカール協会
佐藤金一／藤嶋浩／松尾豊
■そのほかの受賞者
奨励賞（個人）32名

奨励賞（団体）50名（９団体）

祝

　　消防本部警防課　通信指令係 ☎62‐1119問

自動119番による誤通報が多発中！

　スマートフォンの一部最新機種（iPhone14/SE２以降、
Googlepixel３など）では本体に激しい衝撃を受けた場合に
衝突事故として検出する機能が搭載され、屋外での転倒はも
ちろん、スキーやスノーボードなどの転倒による誤った119
番の発信が多発しています。

強い衝撃（転んだ時など）で作動し、通報される事例が増えています！

電話に応答がない場合、消防署から確認のための
折り返し電話をすることがあります！

Q. 意図せず119番が発信された場合は？

　電話を切らずに「間違いです、大丈夫です」とお伝えください。

Q. 作動したらどうなるの？

　機種によりますが、119番に発信する前に警告の画面表示と警告音で通知があります。
救急車・消防車が必要でない場合は、利用者自身で119番の発信をキャンセルすることができます。
初期設定で有効になっているものもありますので、設定や操作方法を今一度ご確認ください。

▲総務省消防庁HP

受講生
募　集

　令和５年度高齢者大学が各地区で順次開講となります。
　受講を希望される方は、北秋田市民ふれあいプラザまたは各公民館へ運営費を添えて申込みください。
◇各大学共通事項　対象　55歳以上の方／運営費　1,000円／受付期間　４月３日（月）～17日（月）

問申

高鷹大学

内　容　全体講座等年６回程度

　　　　（クラブ活動は年８回程度）

　　　　生涯学習係 ☎62‐1130

テーマ「自分の学びを地域のために」

問申

合川ことぶき大学

内　容　年８回程度

　　　　（学習会・移動研修・小中学校との交流・スポーツレク）

　　　　合川公民館 ☎78‐2114

テーマ「遠慮会釈の心、人の輪広げて！」

問申

森吉大学

内　容　年７回実施予定
　　　　（講演会・移動研修・学習会、スポーツ交流など）
　　　　森吉公民館 ☎72‐3259

テーマ「共に学び 健康で心豊かな生活！」

問申

阿仁生き活き大学

内　容　年６回実施予定

　　　　（学習会・移動研修・スポーツ交流）

　　　　阿仁公民館 ☎82‐2220

テーマ「みんなと学び 交流の輪」

高齢者大学の受講生を募集します高齢者大学の受講生を募集します
＼活動を通じて生きがいづくりをしませんか／
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講　座　名　【所要時間】 内　　　　　　容
北秋田市総合計画と総合戦略に
ついて 【60分】

北秋田市の将来像の実現に向けた施策の方向性を定めた総合計画と、地方創生
で策定する人口ビジョンおよび総合戦略

移住・定住の取り組みについて
 【30分】

移住・定住に向けた活動や支援制度、地域おこし協力隊（移住コーディネー
ター）の取り組み

北秋田市の財政状況について
 【60分】

北秋田市の財政状況

マイナンバー制度について
 【60分】

マイナンバー制度の概要やマイナンバーカードの交付、マイナンバーに便乗し
た不正行為に対する注意

市税のしくみについて
 【60分～】

受講者の要望により、内容を決定します
※講座開設は７月～11月までの期間

戸籍制度のあらまし
 【60分】

戸籍制度の意義と変遷など

介護保険制度について
 【45分】

介護保険制度の説明や制度の概要、サービスの内容や利用手続きなど

家庭ごみの分別について
 【40分】 ごみの分別とリサイクル

国民健康保険について
 【45分】 国民健康保険制度や各種申請など

在宅福祉サービスについて
 【45分】

介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容や対象者の条件・利用料など

№

8

9

3

4

7

5

6

2

1

10

11

12

13

健康づくり講座
 【40分】

心身の健康づくり実践に向けた講話や体操など

地域公共交通について
 【40分】 高齢者等の生活を支える公共交通の現状や今後の取り組みなど

生活保護制度について
 【40分】 生活保護の制度

New!

内　　　　　　容

障がい者サポーター養成講座
 【30分】

世界文化遺産に登録された「伊勢堂岱遺跡」

古代の北秋田史
 【40分】

世界遺産講座
 【40分】

「浜辺の歌」「かなりや」などの童謡の作曲で知られる郷土出身の作曲家成田為
三の作品と業績について理解を深め、その顕彰施設としての「浜辺の歌音楽館」
について、建設に至るまでの経緯と活動内容など

作曲家成田為三と浜辺の歌音楽館
 【60分】

西暦915年に起きた十和田火山大噴火と綴子の胡桃館遺跡との関係

障がいに関する基本的な知識を持ち、障がいを理由とする差別をなくすよう心
掛け、障がいの特性を理解し、できる範囲で障がいのある方へ配慮や手助けを
行うことができる方を増やすための講座

生涯学習のススメ
 【40分】

生涯学習の意義や目的、いきがいづくり・仲間づくりに向けた公民館講座や高
齢者大学の紹介、学びを通じた地域づくり

家庭教育について
 【40分】

子どもの健やかな成長を支えるための「家庭教育」の現状や課題、市の取り組
みなど

地域学校協働活動について
 【40分】

地域全体で子どもの学びや成長を支え、学校を核とした地域づくりとしての地
域学校協働活動について、市の取り組みや活動状況など

防災講話
 【30分～】

防災講話（火災・地震等の災害）／自主防災組織等各種訓練（消火、避難、図
上訓練）
※受講者の要望に対応します

雪下ろし事故防止
 【60分～】

雪下ろし事故防止対策／ロープ結索

救命救急講習
 【60分～】 応急手当方法（応急処置や心肺蘇生法、AEDの使い方等）

防災講座
（自主防災組織・防災ラジオ等）
 【40分】

自然災害に備えるため、役に立つ知識等を紹介します
「防災マップ」…地域の災害リスク（土砂・洪水）を知る／「自主防災組織」…
地域住民同士が互いに助け合う組織の結成と活動／「防災行政無線」から「防災
ラジオ」へ／自分の身を守るには

下水道の事業について
 【20分】

公共下水道の現状と今後の計画など

北秋田市の観光に関わる取り組み
について
 【60分】

インバウンド受入れ体制／森吉山の魅力／観光イベント／観光施設

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

№ 講　座　名　【所要時間】

ふるさと教育の推進
 【60分】

ふるさと教育に関する教育委員会や各小・中学校の取り組みについて紹介

令和５年度 北秋田市「出前講座」メニュー

障害者差別解消法について
 【40分】

平成28年４月に施行された「障害を理由とする差別の解消を推進する法律（障
害者差別解消法）」 について、住みよい地域とするために一緒に考えてみましょう
障がいとは何か／差別とはどのようなものか／どのように配慮し、対応すれば
よいのか／ヘルプマーク、ヘルプカードの取り組み

水道事業について
 【30分】

水道事業の現状／今後の計画／水道水が家庭に届くまで／
浄水場での浄水過程の見学（10名以内）

29

実施期間

時　間

会　場

対　象

申込方法

各公民館や町内会館など市内の施設
※会場の手配および準備・片付け、有料の場合の使用料
　は申込者の負担でお願いします
原則10人以上で、北秋田市民を対象とします

申請書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の21日前までに
生涯学習課または最寄りの公民館に提出してください
（郵送・FAX・メールでも受け付けます）
申請書は市ホームページからダウンロードいただくか、生涯学習課に準備しています
※出前講座メニューのほかに、開催を希望する講座内容がありましたらお気軽にご相談ください

令和５年

４月1日～
令和６年

３月31日
10時～20時

※12月28日～１月４日は除きます
（土日、祝日も可能）

▲鶴田自治会で行われた「防災講話」

 　 生涯学習課 0186‐62‐1130問 0186‐62‐1669 be-syougai@city.kitaakita.akita.jp電　話電　話 ＦＡＸＦＡＸ
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社会保険に加入したら

　　市民課国保年金係 ☎62‐1118問

一般社団法人パソコン３R推進協会 
URL：https://www.pc3r.jp/  ☎03‐5282‐7685
※月～金（年末年始、祝日除く）  受付９時～17時 

問

を利用してごみ集積所を整備しませんか？

国民健康保険　脱退手続　お忘れなく！

こんなとき 必要なもの
（この他、マイナンバーの分かる書類等）

国保へ加入
するとき

国保を脱退
するとき

退職して職場の健康
保険をやめた

職場の健康保険の
扶養から外れた

国保の加入者が、
就職して職場の健
康保険に加入した

職場の健康保険をやめた
日付の記載された証明書

扶養から外れた日付の
記載された証明書

国保および職場の健康保
険被保険者証

　北秋田市の国保に加入している
方が、大学・高校などに就学する
ために北秋田市外に転出する場合
は、引き続き北秋田市の国保の保
険証を使用できますので手続きを
お願いします。

必要書類
 在学証明書または学生証のコピー
 国民健康保険被保険者証
 マイナンバーの分かる書類等

　国保は職場の健康保険などとは違い、加入するときや脱退するときに届出が必要です。

学生として転出する場合は
「マル学（学生用）保険証」
の手続きが必要です！

！

の も

　　生活課環境係 ☎62‐1110問

４月 ５月
29日
（土）

30日
（日）

１日
（月）

２日
（火）

３日
（水）

４日
（木）

５日
（金）

６日
（土）

７日
（日）

施設の名称等

クリーンリサイクルセンター
鷹巣埋立地
長下処分場
鷹巣斎場／清幸苑
し尿の汲取り

●休
●休

●休
●休 ●休 ●休

●休●休 ●休
●休

●休

●休 ●休

●休

●休

●休
●休 ●休 ●休

●休

生活課関連施設ゴールデンウィーク中の休業日生活課関連施設ゴールデンウィーク中の休業日

ごみ集積所整備補助金ごみ集積所整備補助金

　自治会および町内会等が設置、管理するごみ集積所の整備にかかる費用の一部について補助金を交付
します。令和５年度からは「折りたたみ式の集積庫」も対象になりました。

10月31日（火）
申請期限

▼補助額

補助対象経費の2分の１以内を予算の範囲内で補助します。
（限度額は固定式の場合は６万円、折りたたみ式の場合は３万円）

▼補助対象経費

①ごみ集積庫の新設（撤去・処分費用含む）
②ごみ集積庫の修繕および改修

　不要になった家庭用パソコンについて、宅配便による
無料回収を行っています。処分する際は、以下の方法を
ご利用ください。　※市では収集していません

家庭用パソコンの
回収を行っています

秋田県信用組合 返還不要の給付型奨学金
〈しんくみ はばたき奨学金〉
　母子／父子家庭の高校生を対象に、修学上必要な学資金
等の一部を給付する返還不要の給付型奨学金制度の令和５
年度奨学生を募集します。
受給資格　次のいずれにも該当する方が対象
⑴ 秋田県内の高等学校および工業高等専門学校（ただし
３年生まで）に在学の母子／父子家庭の学生で、本人お
よび保護者が秋田県内に住所を有している方

⑵ 本人の父母またはこれに代わって家計を支えている人
（主たる家計支持者１人）の収入（複数ある場合はその
合計）が給与所得者の場合は270万円（税込）以下、給与
所得以外は135万円（税込）以下であること

募集人員　30名（募集人数を超えた場合は厳選な抽選で決定）
募集期間　４月３日（月）～14日（金）までの営業日
給付額・期間　年額１人当たり10万円（１年間）
給付期間　１年間
給付時期　５月以降毎月25日に口座へ振り込み
※詳しくは下記またはお近くの秋田県信用組合までお問合
せください。

　　秋田県信用組合総務部 ☎018‐831‐3551問

宅配回収

メーカー回収

自作パソコン・メーカーが分からない場合は下記へお問い
合わせください。

▼補助金の交付制限
　この補助金の交付を受けて整備した場合、交付を受けた年度から７年間を経過するまでの間は、再度この補助
金の交付を受けることはできません。

活用をご検討されている自治会等は事前に生活課環境係までご相談ください。

▼補助基準
①骨組みが木造または金属で製作されたものであること。
②固定式の場合は風水害または積雪に耐えられる強固なものであること。
　ただし、折りたたみ式の場合は適切に収納できること。
③屋根、側面がすべて囲まれ、鳥類および小動物が侵入できない構造となっていること。

　　生活課環境係 ☎62‐1110問

北秋田市北秋田市

春のクリーンアップ
　参加者は、新型コロナウイルス感染症に対する感染防止策を講じ、体調に留意してご協力をお願いします。
　実施日や時間は、地区によって異なる場合がありますので、自治（町内）会長にご確認ください。

市民参加の環境美化運動にご協力ください

４月 16日（日）
※早朝１時間程度を実施します

生活課環境係 ☎62‐1110　合川総合窓口センター ☎78‐2100
森吉総合窓口センター ☎72‐3315　阿仁総合窓口センター ☎82‐2111



医療健康課健康推進係 ☎62‐6666

～保健センターからのお知らせ～
健 康 ひ ろ ば

北秋田市令和５年度版
健康ガイド
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こ ど も

健 康

※ペースメーカーを装着している方は
　測定できません。

■精神保健相談日
　心に関する相談に専門医が対応します。
月日　４月20日（木）
時間　15時～16時（受付14時30分～）
場所　北秋田保健所 ２階
※前日10時までに要予約
　　   北秋田保健所 ☎62‐1165

■心のふれあい相談員による
　サロンへどうぞ
　お茶やコーヒーを飲みながら語り合
う場です。心のふれあい相談員が笑顔
でお待ちしています。
サロン「お茶っこ」阿仁公民館
日時　４月11日（火） 10時～12時
サロン「えがお」前田公民館
日時　４月17日（月） 10時～14時
サロン「すかっと」森吉コミセン
日時　４月21日（金） 10時～14時
サロン「梅っこ」合川公民館
日時　４月24日（月） 10時30分～14時
精神保健福祉ボランティア「れもんの
会」による
サロン「あんず」北秋田市交流センター
日時　毎週火曜日11時～14時

■がんサロン「北秋田 虹の会」

　不安や悩みなどを話してみません
か？（個人情報はお守りします）
月日　４月27日（木）
時間　13時～15時
場所　北秋田市交流センター

男女共同参画活動拠点施設
「ハートフルプラザ・北秋田」

■いのちとこころの個別相談（要予約）

月日　４月28日（金）
時間　13時30分～15時30分
場所　北秋田市交流センター

■特定健診・がん検診を受けま
しょう！

　市では集団検診方式・個別医療機関
方式・ドック方式で健（検）診を受けら
れます。

　そして４月12日から集団健（検）診
がスタートします！
　案内は、緑色の封筒で世帯ごとに郵
送します。封筒には対象者全員の受診
券が入っていますのでお確かめのうえ、
受診の際は忘れずに持参してください。
　広報４月号と同時配布の「令和５年
版健康ガイド」にも掲載しています。

■身体障害者等福祉タクシー利
用券を交付します

　市では、障がいをお持ちの方のタク
シー運賃の一部を補助するため、利用券
を４月から交付します。
対象者（※在宅で生活する方に限る）
・身体障害者手帳の１～３級に該当す
る方

・療育手帳（A）に該当する方
・精神障害者保健福祉手帳の１級に該
当する方

申請に必要なもの
障害者手帳等、印鑑
　  地域障がい福祉係 ☎62‐6637
  　※各総合窓口センターでも申請可能

■母子健康手帳交付（要予約）

月日　４月３、10、17、24日（各月曜日）
時間　９時30分～16時
場所　北秋田市保健センター
※事前に予約してからお越しください。
交付日に来られない場合も事前に連
絡してください。

※記入用紙があり手続き終了まで30分
程度かかります。

※きたあきた赤ちゃん応援事業（マタ
ニティギフト）の申請もあります。

※マイナンバーカード、妊婦本人の通
帳またはキャッシュカードの写しを
ご持参ください。

■助産師相談室
　「あのね、助産師さん」

月日　４月17日（月）
時間　９時30分～12時
場所　北秋田市保健センター
内容　お母さんと赤ちゃんの相談に助産

師が電話や来所にて対応します。
子育て世代包括支援センター
「ココロン」 ☎62‐6681

■おいDAY

月日　４月３、17日（各月曜日）
時間　10時～12時
場所　北秋田市保健センター
対象　妊婦さん、子育て中のママや育

児中のご家族
内容　おしゃべり、交流の場です。お好

きな時間にお越しください。

■自分測定日

　定期的な体組成測定で健康な「から
だ」作り始めませんか？
日時　４月24日（月） ９時～18時
　　　（所要時間は15分～30分程度）
　　　ご都合の良い時間にお越しくだ

さい。
場所　北秋田市保健センター

問

問申

献血日程

４月11日（火）
●新東北メタル（株）
　10時～11時30分

●北秋田市民病院
　13時～13時30分

（単位：マイクロシーベルト毎時）

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.04
0.04
0.04
0.03
0.02
0.02

測定結果

北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（２月16日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

お し ら せ

問

お し ら せ

問

ご利用いただけます。
　多くのご来館をお待ちしております。
　  秋田県青少年交流センター
 　「ユースパル」 ☎018‐880‐2303

■クマの出没に注意してください！

【クマの出没状況等】
　雪解けとともに河川周辺や山と集落
間の茂みにおけるクマの目撃が徐々に
増え、農作物の成長に伴い出没が増加
していきます。
【事故防止のための注意点】
・山沿いや河川敷の道路を通行する場
合、周囲の様子をよく確認しながら、
音を立て（携帯ラジオ・鈴等）遭遇を
避ける行動をお願いします。

・蚊取り線香等の匂いにより、人間が
近くにいることを知らせることも有
効です。

・なるべく複数人での行動をお願いし
ます。

・生ゴミ等、クマを誘引するものを屋
外に放置しないようにお願いします。

・藪等の茂みはクマの出没等を促しま
すので、草刈等を推奨します。

【クマを見かけた際には…】
　注意点を参考に対策を行い事故防止
に努め、ツキノワグマを見かけた際は
市や警察へ連絡をお願いします。
 　 北秋田警察署 ☎62‐1245
 　 林業振興係 ☎62‐5517

■憲法週間行事のご案内

　憲法記念日（５月３日）を中心とした
５月１～７日までの１週間は「憲法週
間」です。
　裁判所および検察庁では、共催の記
念行事として「裁判所・検察庁見学ツ
アー」を開催しますのでお気軽にご参
加ください。
　詳しくは裁判所ウェブサイト（「裁判
所・秋田」で検索）をご覧ください。
　　  秋田地方・家庭裁判所総務課庶務係
 　　 ☎018‐803‐0181

　

　
■あきた省エネ家電購入応援　
　キャンペーン

　県では、温室効果ガス削減に向けて
省エネ効果の高い製品（エアコン・冷蔵
庫）の購入を応援します。参加店舗で対
象製品を購入し、設置した世帯に１台
あたり最大20,000円相当の商品券や
キャッシュレスポイント等を交付しま
す。対象製品や申請方法など、詳しくは
美の国あきたネット（コンテンツ番号
70736）をご覧ください。
　  キャンペーン事務局（10時～19時）
　  ☎018‐803‐6863

■ユースパルの営業再開について

　　　　秋田県青少年交流センター「ユース
パル」は４月１日より通常営業を再開
します。
　広く県民の皆さまに開放された宿泊
施設で、青少年に限らず一般の方でも

問

問

問申

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部 ☎018‐860‐1054問

　３月13日からマスクの着用は個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委ねることが基本とされて
います。
　しかしながら、医療機関受診時や高齢者施設訪問時、混雑した電車やバスをご利用の際はマスクを着
用を推奨します。また、重症化リスクの高い方が混雑した場所に行く際は、マスクの着用が効果的です。
　このほか、事業者の判断でマスク着用を求められる場合や、従業員がマスクを着用している場合があ
ります。

皆さまへのお願い
●基本的な着脱は個人の判断が尊重されますので、本人の意思に反して強いることがな
いようにご協力をお願いします。

●重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、推奨されている場面での着用にご協力く
　ださい。
●事業者が感染対策上または事業上の理由等により、利用者または従業員に着用を求め
　たときはご理解ください。
●考え方が見直されても感染対策は重要ですので、引き続き「３つの密の回避」「人と
　人との距離の確保」「手洗い等の手指衛生」「換気」等の励行をお願いします。

マスクの着用は個人の判断が基本ですマスクの着用は個人の判断が基本です
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　　　　　 ･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★

簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額12,100円～25,300円

　　　　　 ･･･綴子字胡桃館２★

簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～35,900円

　　　　    ･･･川井字五郎左ェ門田ノ沢５-６★

木造２階４戸建２ＬＤＫ 月額17,600円～40,500円

（共益費400円）

　　　　　　 ･･･上杉字屋布岱61‐52★

木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額23,600円～54,300円

　　　　　 ･･･米内沢字ヲッコ沢77‐１★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額21,800円～37,500円

　　　　　　 ･･･米内沢字伊勢ノ森37‐18★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額22,400円～51,500円　　

　 　　　･･･阿仁水無字畑町東裏147★

木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額22,500円～51,800円

（共益費200円）

　　　　　　　　　　　　　  ･･･鷹巣字東中岱51‐１

鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額39,800円

（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）

※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わせください。（現地
案内も行っています）

都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

南鷹巣団地

胡桃館団地

田ノ沢団地

上杉駅前団地

松山町団地

伊勢ノ森団地

畑町団地

サンコーポラスなかたい住宅

南鷹巣団地

胡桃館団地

田ノ沢団地

上杉駅前団地

松山町団地

伊勢ノ森団地

畑町団地

サンコーポラスなかたい住宅

【入居資格】　収入基準を満たすこと（公営住宅：158,000円
以下、特定公共賃貸住宅：158,000円超487,000円以下、サ
ンコーポラスなかたい住宅：487,000円以下）／住宅に困窮
していることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　４月３日（月）～14日（金）※土日祝除く
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　　　　　　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター
【現地案内】　ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお
申込みいただき、当日は希望住宅地に直接お越しください。
※ただし、土・日・祝日を除きます。

市営住宅入居者募集

市民提案型まちづくり事業補助金
　募集を開始します！

　市民の皆さん自らが地域のことを考え、地域課題の解
決や地域振興に取り組む活動を支援し、活動団体を育成
するため、団体が自発的に行うまちづくりに役立つ公益
的な事業に対し、補助金を交付します。

▷交付される補助金額

《
補
助
率
と
加
算
額
》

補助対象経費
10万円以下

10万円を超え30万円以下
30万円を超え50万円以下
50万円を超える

補助率
90％以内
80％以内
70％以内
60％以内

加算額
―

１万円
４万円
９万円

▷応募方法
　申込書に必要事項を記入し、生活課地域推進係へ提出
してください。
　申込書等は、各庁舎、市民ふれあいプラザおよび各公
民館へ備え付けるほか、市ホームページにも掲載します。
　なお、初めての申請の場合は、締切よりもお早めにお
問合せください。
▷応募締切

　　　　生活課地域推進係 ☎62‐6628

１回目 ４月７日（金）／２回目 ６月13日（火）
３回目 10月17日（火）

日頃感じていることを行動にしてみませんか？

施設　
北秋田市アグリハウス
（北秋田市米内沢字楢岳57番地）　

市議会の議決日　令和５年３月16日議決

指定管理者の指定に関する公表

農林課農業振興係 ☎62‐5514

指定管理者
秋田クマゲラ会　代表者　佐藤 篤子
（北秋田市米内沢字楢岳57番地）

指定期間
令和５年４月１日～令和10年３月31日

補助金額補助対象経費×補助率
（1,000円未満切り捨て）
=加算額+

し ご と

お し ら せ

■秋田県警察職員採用試験の日程

試験の種類および受付期間
①警察行政職員（大学卒業程度）
　５月８日（月）～５月23日（火）
②警察官A、女性警察官A（第１回）
　５月８日（月）～６月２日（金）
応募資格
①警察行政職員（大学卒業程度）
ア.平成元年４月２日～平成14年４月
　１日までに生まれた方
　（学歴：制限なし）
イ.平成14年４月２日以降に生まれた
　方（学歴：大卒または令和６年３月
　 31日までに大卒見込みの方）
②警察官A
昭和63年４月２日以降に生まれた男
性（学歴：大卒または令和６年３月31
日までに大卒見込みの方）
③女性警察官A
昭和63年４月２日以降に生まれた女
性（学歴：大卒または令和６年３月31
日までに大卒見込みの方）
　　　　北秋田警察署 ☎62‐1245

■ 令和５年度秋田県国民健康保
険団体連合会職員採用試験

採用予定人員　
大学卒業程度　若干名
職務の内容
国民健康保険・後期高齢者医療診療報
酬等審査支払事務、介護・障害介護給付
費審査支払事務、保健事業（特定健診・
特定保健指導の支援事務）
受験資格
令和６年３月に４年制大学卒業見込み
の方または大学卒業後３年以内の方
職員採用試験申込書の請求先
秋田市山王四丁目２番３号
（秋田県市町村会館４階）
秋田県国民健康保険団体連合会 総務課 
☎018‐862‐6864
※申込書は４月５日（水）より、本会窓
口で請求できます。詳しくはご連絡
ください。

　日時　８月19日（土）
　会場　①秋田テルサ体育館
　　　　②県心身障害者総合福祉センター
●競技　①陸上競技
　　　　②フライングディスク
　　　　③バレーボール（精神障害）
　日時　９月２日（土）
　会場　いずれも秋田県立中央公園
●競技　水泳
　日時　９月３日（日）
　会場　秋田県立総合プール
●競技　①アーチェリー
　　　　②サウンドテーブルテニス
　　　　③ボウリング
　日時　９月９日（土）
　会場　①県勤労身体障害者スポーツセンター
　　　　②県心身障害者総合福祉センター
　　　　③ロックンボウル
申込期間　４月17日（月）～５月10日（水）
申込場所　地域振興局福祉環境部、市

地域障がい福祉係まで
※詳しくは下記までお問合わせください。
      一般社団法人秋田県障害者スポー
　　ツ協会 ☎018‐864‐2750

■ 点訳・音訳奉仕員養成講座

日時　①事前説明会　５月10日（水）
　　　10時～11時45分
　　　②点訳奉仕員養成講座　
　　　６月1日～令和６年２月28日ま
　　　で（全30回を予定）毎週水曜日
　　　10時～12時
　　　③音訳奉仕員養成講座
　　　６月１日～11月16日まで
　　　（全21回を予定）10時～12時
会場　いずれも秋田県点字図書館
定員　①定員なし
　　　②・③　各10人程度
事前説明会受付　
４月３日（月）～５月９日（火）
電話またはメールでお申込みください。
　　　秋田県点字図書館
　　　☎ 018‐845‐0031

　 018‐845‐7772
 　 tenji@fukinoto.or.jp

申込書受付期間
４月17日（月）～５月18日（木）
　　　秋田県国民健康保険団体連合会
　　  総務課 ☎018‐862‐6864

■ 自衛官採用試験

●予備自衛官補
応募資格
【一般】18歳以上34歳未満の者
【技能】18歳以上で国家免許資格等を
有する者
受付期限
４月６日（木）まで
試験日
４月８日（土）～23日（日）のいずれか
１日
試験会場　秋田市内を予定
●陸海空自衛隊幹部候補生
応募資格
【一般】
①22歳以上26歳未満の者
②20歳以上22歳未満の者
　（短大を除く大卒。見込みを含む）
③修士課程修了者等は20歳以上28歳
　未満の者
【歯科】
20歳以上30歳未満の者（大卒・見込み
含む）
【薬剤師】
20歳以上28歳未満の者（大卒・見込み
含む）
受付期限
４月14日（金）まで
試験日
①４月22日（土）
①４月23日（日）飛行要員希望者のみ
試験会場　秋田市内を予定
※ 詳しくは下記までお問合せください。
　　　自衛隊秋田地方協力本部
　　　大館出張所 ☎0186‐42‐1398

■ 第21回秋田県障害者スポーツ
大会

●競技　①一般卓球　②ボッチャ



※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。31 30広報きたあきた　2023.4広報きたあきた　2023.4

 お近くの分団員、消防本部総務課 ☎62‐1119問

防 人災消
rescue.09消防団

第９分団長　佐藤 一則
〔管轄区域：米内沢、本城、浦田、桂瀬　団員数：44人（３/1現在）〕
　私たち第９分団は、団員の多くが出動歴10年以上
のベテランです。幅広い年代の個性あふれる団員が
集まっており、熱意に満ちた分団です。地元地区に
限らず、北秋田市内全域の火災に一早く出動できる
よう心掛けています。私たちと一緒に地域の安心・
安全のために活動しませんか。

下水道（農業集落排水施設）
使用人数変更のお届けが必要です
　新年度が始まり、就職等による転出入の異動が
多い時期となりました。ご家族の人数に変更があ
り次の①～③いずれかに該当する場合は、人数変
更のお届けが必要となります。

水道お客様センター ☎67‐6052
都市計画課下水道係 ☎72‐5248

①自家水で公共下水道を使用している世帯
②市の水道と自家水を併用し、公共下水道
　を使用している世帯
③農業集落排水施設を使用している世帯

　お届けは、水道お客様センター、各総合窓口セ
ンターおよび出張所で受け付けています。
　ご不明な点がございましたら、下記までご連絡
くださいますようお願いします。

※①、②のうち自家水にメーターを設置している場合は
　お届け不要です。

　　都市計画課下水道係　☎72‐5248

　下水道は、皆さんの快適な暮らし
の実現はもとより、美しく良好な環
境の形成や公共用水路（河川等）の
水質向上・保全、伝染病の予防など
皆さんの健康にも深く関わる大切な
役割を担っています。

下水道の使用区域が拡大されました

令和５年４月１日

▼供用開始（鷹巣処理区）

▷綴子字掛泥道上の一部
▷綴子字大堤道下の一部
▷綴子字掛泥道下の一部
▷綴子字釜堤脇の一部
▷綴子字大堤の一部

▼供用区域

北秋田市浄化槽設置整備事業
補助金を拡充します！

令和５年度より、水洗化率の向上のため

交付には要件がありますので、詳しくはお問合せください。

（令和４年度補助実績：8,092,000円）
予算がなくなり次第、終了します

現在の排水処理区分

上限300,000円

単独浄化槽 汲取便槽

５人槽 469,000円→520,000円
７人槽 588,000円→632,000円
10人槽 784,000円→880,000円

上限120,000円 上限90,000円

（４月１日から増額）

宅内配管補助額

撤去補助

設置費補助額

都市計画課下水道係 ☎72‐5248問

　大雨や融雪により河川の水位が上昇しているときは、　　　　 に警戒する必要があります。
今回は、水位や現在の危険度など、河川に関する情報の入手方法をいくつか紹介します。

「洪水」

防災かわら版 第３回 河川情報の入手方法
総務課危機管理係 ☎62‐6602問

①～③ パソコン・スマートフォン
　アプリをインストールすると、
河川洪水情報や、市からの防災・
緊急情報が受信可能です。

　チャンネルをＮＨＫ総合にして、リモ
コンの「ｄボタン」を押す→「防災・生活
情報」を選択→「河川水位情報」を選択

　大雨による洪水発生の危険度を、地
図上に５段階の色分けで示している
情報。（大河川・中小河川が確認可能）

２ 洪水キキクル（気象庁提供）

Yahoo!防災速報アプリ

④テレビ

　川の水位や画像、今後の予報など
をリアルタイムで確認できます。

１ 川の防災情報（国道交通省提供）

令和５年度
水難事故防止ポスターの
図案を募集します！

【応募上の注意】　
（１）画材・色数・大きさは自由、PC等を使用した 
　　 作品の応募も可能です
（２）自作・未発表の作品に限ります。他者の作品や

商標、既存のキャラクター、他に著作権がある
もの、肖像権の侵害に当たる写真等は使用しない
でください

（３）ポスターに採用された場合、図案中に「水難
防止の文字が大きく印刷されますので、文字を
入れないでください

【審査】結果は６月上旬（予定）に書面で通知します
　　　 特選１点　　賞状および図書カード3,000円
          入選若干名　賞状および図書カード2,000円
          佳作若干名　賞状および図書カード1,000円
【応募方法】 下記へお問い合わせください
【募集期間】４月３日（月）～５月22日（月）
【募集先】 〒010-8572 秋田市山王３丁目1-1 
　　　　  県庁第二庁舎４階 総合防災課内
　　　　  秋田県水難救済会事務局 ☎018‐862‐0851

３ Yahoo!防災速報アプリ

４ NHKデータ放送
ｄ

令和５年４月１日供用開始

綴子小学校

大太鼓の館

字掛泥道上
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■北秋田市民病院 休診日

▷消化器内科
　=４月７日（金）
▷泌尿器科
　=４月21日（金）
【診療日変更のお知らせ】
眼科=月曜日・火曜日
北秋田市民病院 ☎62‐7001

■市長交際費《２月》

▷慶弔費 10,000円（１件）
▷会　費 7,000円（１件）
▷その他 22,000円（１件）
▷合　計 39,000円（３件）
※交際費は市長代理で副市長等が
出席している分も含んでいます。

■ 消防水利確保における協力
の御礼

　今シーズンは例年並みの積雪で
したが、消防署では消防水利（消火
栓や防火水槽）の確保のため、住民

お し ら せ

人口と世帯数
※２月28日現在の住民基本台帳による

総人口 29,201人（65人減）
男　 13,729人（28人減）
女　 15,472人（37人減）

　出生 ６人　　転入 30人
　死亡 70人　　転出 31人
世帯数 13,602世帯（23世帯減）
※人口には外国人住民も含みます

の皆さまには除雪作業にご協力を
いただき、消防水利の確保を維持
することができました。心より感
謝いたします。
　引き続き消防水利の破損、変形
および漏水などを見かけた場合は
消防本部までご連絡ください。
　  北秋田市消防本部
　　☎62‐1119

■ 次の方々からご寄付をいた
だきました。
 ありがとうございました。

● 日本自治体労働組合総連合中央
執行委員長桜井眞吾様より、８
月豪雨災害募金として「100万
円」

● 櫻庭茂様より、歴史的資料を適
正に管理するため市指定有形文
化財「御札山制札」

　　財政課管財係 ☎62‐6603

60-1055
62-7001
62-1146
72-4501
78-3161
69-5300
62-1155
63-0515
62-7001
69-7311
82-2351
62-1400
63-2700
62-7001
62-7001
62-7001
60-1055
72-4501
62-7001
62-1146
63-0515
62-7001
62-7001
63-2700
69-7311
62-1400
62-1155
69-5300
62-7001
62-7001

う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
毛利整形外科クリニック
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
阿 仁 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
まるや耳鼻科クリニック
近 藤 医 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
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（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

小笠原ミ ヱ

松 岡 ト ヨ

簾 内 富 雄

武 田 冨 二 雄

長 崎 藤 男

戸 嶋 タ ミ

佐 藤 千 登 世

山 内 文 雄

三 沢 茂 雄

藤 島 ツ ミ

堀 内 ヤ ヱ

花 田 公 人

金 澤 洋 子

松 尾 ハ ツ ヨ

津 谷 イ ト

亀 山 テ イ 子
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前 山
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今 泉

深 関

坊 沢 上 町

新 屋 敷 町

綴 子 上 町

綴 子 上 町

前 野

綴 子 下 町

綴 子 下 町

新 田 中

掛 泥
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東 横 町
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飯 坂 信 夫

佐 藤 ヨ シ ヱ

成 田 庸 子

田 村 良 子

佐 藤 信 子

花 田 チ ヤ

後 藤 健 三

中 嶋 ハ チ ヱ

近 藤 繁 信

小 林 順 二 郎

關 　 幸 一 郎

櫻 庭 雄 一 郎

佐 藤 人 美

佐 藤 ユ リ

鈴 木 光 子

金 田 光 子
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脇 神

舟 場

小 ヶ 田
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福 岡 幸 一

成 田 正 一

村 岡 利 子

梅 邑 鉄 三 郎

髙 橋 ユ ミ

平 川 美 幸

髙 田 冨 男

柴 田 友 治

吉 田 仁 吉 郎

加 賀 谷 ハ ナ

伊 藤 春 一

松 橋 イ マ

佐 藤 マ サ ヱ

山 田 ミ ヱ

松 橋 　 司
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大 内 沢

八 幡 岱

川 向
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吉 田

水 無 新 町
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山 水 荘

根 子
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２月16日～３月15日届出分慶 弔 だ よ り

ご誕生おめでとう
ございます

藤 島 璃 叶 ちゃん
綺秀
志穂 二男 綴子下町（

永 井 結 莉 ちゃん
公也
朝香 二女 宮 前 町

しゅうすけ

（

近 藤 周 介 ちゃん
大介
香奈子 二男 伊 勢 町（

野 本 兼 誠 ちゃん
拓宏
真奈 長男 高野尻団地

けん せい （

戸 嶋 蓮 真 ちゃん
俊介
香 二男 下 家 下（

大 林 心 春 ちゃん 長女 川 口
こ は る （

り と

れ ま

卓実
綾

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

田村カスさん（岩坂）
  大正12年３月17日生まれ

ぜ ん い

　日中または平日に納税相談できない方のために、以下の日程
で夜間・休日相談窓口を開設します。
※電話での相談も受け付けます。
日　　時　４月13日（木） 17時15分～20時まで
　　　　　４月16日（日） ９時～15時まで
　　　　　４月21日（金） 17時15分～20時まで
場　　所　北秋田市役所 宮前町庁舎１階（税務課）

 税務課収納係 ☎62‐1115問

市税の相談窓口を開設します市税の相談窓口を開設します

令和５年春の火災予防運動令和５年春の火災予防運動

一斉放水訓練を行います。地域を守る消防団の勇姿、
一斉に上がる水柱の迫力をぜひご覧ください！

　　北秋田市消防署警防係 ☎62‐1119

４月２日 日 ■鷹巣中央公園 ８時～
■阿仁川右岸河川敷 ９時～

　　高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639問

高齢者障がい者等外出支援サービス

令和５年４月１日～
　 令和６年３月31日

令和６年４月１日～

内容 変更期間

旧制度の負担額を上回る場合の緩和措置（負担
軽減）について、３割負担を６割負担に変更

利用距離による負担金（緩和措置終了）

利用者負担金の緩和措置が変更になります利用者負担金の緩和措置が変更になります

お二人の前途を
祝福します

（ 櫻 庭 　 望

齋藤　未来

さん

さん

東 中 岱

東 中 岱

のぞみ

み く

ゆ う り

おくやみ申し上げます

市公式 SNS をご利用ください！
Twitter Facebook Instagram
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総合政策課広報係 ☎62‐6608問

　Yahoo! JAPANのサービスを通じて、
　　　　　　の災害等に関する緊急情報や
手続き、選挙、交通、イベントなどの行政
情報を発信しています！
※北秋田市からの情報を得るためには「北
　秋田市」を地域設定する必要があります。
※市が配信する緊急情報はプッシュ通知で
　受信できます。

北秋田市

農業委員会委員（農業委員）を募集します
詳細は　　　　　　　   　　　  （17ページ）または　　　　　　　    をご覧ください

手続き方法

　　●自薦…自ら応募
　　●推薦…１. 市内に住所を有する農業者３人以上の連名による推薦
　　　　　　２. 農業者が組織する団体その他の団体による推薦
※募集要項および各種申請書は農業委員会事務局（本庁舎）、農林課（第二庁舎）、および各総合窓口センター、
　出張所または北秋田市ホームページから入手できます。

受付期間

令和５年４月３日（月）～令和５年５月１日（月）
平日８時30分～ 17時15分

募集人数

37人
※当市では「農地利用最適化推進委員」の募集を行っていません。

任　　期

３年間（令和５年７月20日から令和８年７月19日）

申請書の提出・問い合わせ先

〒018-3392
北秋田市花園町19番１号 （北秋田市役所本庁舎２階）
北秋田市農業委員会事務局 （☎62‐6609）

◀アプリ登録

◀市HP

北秋田市

く
ま
く
ま
園

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆

  
イ
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ン
ト

４月29日
オープン！

G
W

●ひぐま舎探検＆エサかくし
　普段は入ることのできない
ひぐまの運動場を探検しなが
ら、ひぐまのエサかくしが体
験できます。イベント期間中
(5月3日～7日)の土日祝日に
開催予定です。
時　　間　13時30分
集合場所　ひぐま舎

●こども入園無料の日
　５月５日の「こどもの日」は、
入園料（小人）が無料になりま
す。ぜひこの機会に遊びに来
てください！
※くまのエサ（小）もプレゼント

北秋田市・上小阿仁村・大館・鹿角・能代エリアで
も

１ヶ月定期
★65歳以上の方は★

★65歳未満の方は★
１ヶ月定期

３ヶ月定期

３ヶ月定期

６ヶ月定期

６ヶ月定期

11,000円→
22,000円→
33,000円→

13,000円→
26,000円→
39,000円→

4,000円
11,000円
16,500円

6,000円
15,000円
22,500円

　　　　　　　　市からの助成額
１ヶ月7,000円／３ヶ月11,000円／６ヶ月16,500円

秋北バス株式会社米内沢営業所
秋北バス鷹巣案内所（北秋田市民ふれあいプラザ内）

秋北バス路線ならどこでも乗り降り自由！
今
年
も
北
秋
田
市
民
皆
さ
ま
の

　 

　 

お
出
か
け
を
応
援
し
ま
す
！

スーパー

得  定期券「じょうもんパス」購入方法
スーパー

得  定期券「じょうもんパス」購入方法
利用者の負担額

販売窓口

対象　
北秋田市内に住所を有する方
購入方法　
本人確認書類を持参のうえ、指定の販売
窓口で購入してください
利用可能路線
秋北バス株式会社が運行する全区間
注意事項
・高速バス、空港リムジンバス、受託路
　線（鷹巣市街地循環バスなど）はご利
　用できません
・定期券の学生割引、障害者割引等はご
　ざいません
・購入後の払い戻し、紛失等による再発
　行はできません ▲詳細はコチラ

Shuh
oku 簡単チャージ！
街ナカでも

Shuh
oku 抵触機会低減！
キャッシュレスで

Shuh
oku スピード決済！
かざすだけで

Shuhoku Orange Pass でキャッシュレスに乗ろう！Shuhoku Orange Pass でキャッシュレスに乗ろう！

　高速バスのみで対応していましたが、３月９日より北秋田地区の
ほか、大館・鹿角地区の路線バスで利用可能となりました。現金で
の手間が省け、スムーズに乗り降りができます。普段は電子マネー
としても利用できますのでぜひご利用ください！
　「じょうもんパス」などの定期券利用については現在準備中です。

※Suica、モバイルSuicaも利用可能

▲詳細はコチラ

●バスでの利用方法●カード販売場所（北秋田市内）

秋北バスの交通系ICカードが路線バスに拡大！

秋北バス株式会社米内沢営業所
秋北バス鷹巣案内所（北秋田市民ふれあいプラザ内）

●詳細に関するお問い合わせ先
秋北バス株式会社 ☎0186‐42‐3535
※Suica は東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。
※Shuhoku Orange Pass は秋北バス株式会社の登録商標です。

市ホームページ広報きたあきた３月号

▲市HP 
農業委員の募集について

　申請書に必要事項を記入・押印し、農業委員会事務局に持参してください。

【お問合せ先】
商工観光課観光振興係 ☎62‐5370
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　北秋田市では、株式会社サイネックスと共同で
「くらしのガイドブック」を作成し、令和５年８月
末頃の発行を予定しています。
　このガイドブックは、市の各種手続きや施設案
内に関する行政情報、自然や文化・特産品などの地
域情報を掲載した情報誌で、市内の世帯に配布予
定です。

　　総合政策課広報係 ☎62‐6608問
※写真はイメージです（令和２年発行）※写真はイメージです（令和２年発行）

ー 広告掲載のお願い ー
　共同発行事業者である（株）
サイネックスの担当者が市
内事業者などへ有料広告掲
載のご案内とお願いに伺い
ますので、ご理解とご協力を
お願いします。
【広告掲載へのお問い合わせ】
（株）サイネックス秋田営業所
☎018‐833‐6700

北秋田市 くらしのガイドブック
を発行します！

北秋田市 くらしのガイドブック
を発行します！
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